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本冊子の取り扱いについて 

 本冊子に記載された内容は、「まちぐるみ安全点検」の事前アンケートと当日

の話し合いで各班からでた意見をまとめたものです。 

そのため、改善策（案）等の内容によりましては、地権者の方の理解や協力、

周辺住民の同意等が必要となり、簡単には実施できないもの、また改善するには

多額の費用や期間を必要とするもの等があり、本冊子の改善策（案）のとおりに

改善が可能なものと、困難なものがあることをご承知おきください。 

実際の改善に当たっては、各班での検討結果を参考に、関係機関と協議を行い、

実施可能なものから順次行ってまいりたいと考えております。 

今後とも「まちぐるみ安全点検」にご理解、ご協力をお願いいたします。 
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平成２８年度大和市まちぐるみ安全点検実施要領 

 

１．目的 

まちの安全・安心を確保するためには、交通安全に配慮した道路などの整備を進

めるとともに、地域全体の自主防犯活動を推進することによる防犯意識の醸成が 

重要な役割を果たします。そこで「まちぐるみ安全点検」は、行政と学校、地域住

民、関連団体の連携により、相互の理解を深め、交通・防犯環境を改善することを

目的とします。 

 

①参加者がそれぞれの視点から交通・防犯環境の問題点を抽出、点検することで、 

地域の交通・防犯環境を把握し、理解する機会を設けます。 

②参加者がそれぞれの立場から何ができるかを話し合い、改善案を検討し、問題点

の改善に向けて取り組みを進めます。 

③地域住民の交通安全・防犯に対する関心を高め、共通認識の形成を図るために、 

点検結果を公表します。 

 

２．点検区域 

●点検区域の選定 

大和市を各小学校区域に分け、毎年２～３小学校区域を選定します。 

原則として交通安全総点検を実施した順に行いますが、交通事故の多い、もしく

は交通安全・防犯等の要望が多い小学校区域で優先的に実施することもあります。 

 

●今年度点検区域 

桜丘小学校区域、文ヶ岡小学校区域 

 

●日程  

  １１月１８日（金）桜  丘小学校区域 会場：コミュニティセンター桜丘会館 

１１月２２日（火）文ヶ岡小学校区域  会場：コミュニティセンター桜森会館 

 

３．参加者 

行政   ・・・神奈川県、大和警察署、大和市 

学校   ・・・保護者、学校教職員 

  地域住民 ・・・応募参加市民（各区域12名程度）  

  関連団体 ・・・自治会、交通安全団体、防犯団体 

（各区域合計４0名程度）  
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４．問題点の抽出・点検（事前準備） 

●問題点の抽出 

参加者に事前アンケートを実施し、問題点（点検箇所）を抽出します。 

●現地点検 

事前アンケートをもとに、市職員が現地を調査、点検します。（現地写真を撮影） 

●点検項目 

 点検項目 具体的内容 

交通安全 

道路・路面の状態 

・交差点（見通し） 

・横断歩道 

・道路標示（停止線など） 

・路面の状況（凹凸・段差） 

施設の状況 
・信号機 ・標識 ・カーブミラー 

・ガードレール ・車止め等 

人・車・自転車の 

相互関係 

・駐停車による影響 

・横断歩道以外の横断状況 

・交通マナー等 

道路と沿道の状況 
・生垣・植栽のはみ出し 

・看板などの障害物等 

防犯 
見通し（死角） ・障害物 ・公園の植栽等 

暗がり ・防犯灯等 

その他 モラル・マナー ・ごみの散乱 ・落書き等 

 

５．改善案の検討 

●点検区域を３～４地区程度に分け、各地区10人前後のグループを編成します。 

●各グループで優先して改善すべき問題点を選定し、その問題点に対して 

「それぞれの立場から何ができるのか」という視点から改善案を検討します。 

＊道路施設の維持補修に関するもので、補修のみで改善が可能なもの（舗装、カーブ

ミラー等の補修）は、管理者の方で別途対応しますので、検討の対象外とします。 

＊当日の話し合いで対象外としたものは、灰色に表示しています。 

 

６．検討結果の発表 

問題点と改善案を発表し、全体で検討結果を共有します。 

 

７．各管理者よりコメント 

 問題点への対応等について示します。 

 

８．点検結果の公表 

  点検結果を整理し、交通安全・防犯対策のための改善に取り組みます。 

また、地域住民の交通安全・防犯に対する関心を高めるため、結果を公表します。 
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１３：００  開会・説明（２０分） 

    ・まちぐるみ安全点検の目的・本日の流れ（１０分） 

・事前説明事項（１０分） 

  

１３：２０  話し合い（１００分） 

・自己紹介・役割決定（５分） 

  ⇒リーダー１名、書記2名、発表者1名を決定。 

※市職員は役割から除く。 

 

:::１３：２５  ・点検内容の共有（１５分） 

 ⇒点検箇所の情報を共有する。（市職員が進行） 

 

:::１３：４０  ・優先して改善すべき点検箇所の抽出（１５分） 

  ⇒点検シートから、優先度の高いものを話し合いで３つ決定。 

   ※全体の点検箇所が少ない場合は、３つに限定しない。 

 

:::１３：５５  ・３つの点検箇所について話し合い（６０分） 

⇒優先度が高い順に改善策を考える。 

⇒点検箇所の現状や問題点を共有し、どういう状況が望ましいか、 

改善するためにそれぞれの立場から何ができるのかを話し合う。 

 

:::１４：５５   休  憩（１０分間） 

 

 

:::１５：０５  ・発表準備（１５分） 

⇒話し合った内容を発表できるようまとめる。 

 

１５：２０  発  表（３０分） 

         ⇒各班１０分を目安に発表する。 

         ⇒危険箇所の所在地、現状、問題点、望ましい姿、改善策（案） 

等を、地図や写真を使いながら発表。 

 

１５：５０  総  評（１０分） 

・交通安全、防犯について（大和警察署） 

・まちぐるみ安全点検について（都市施設総務課） 

 

１６：００   閉  会 

プログラム 
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当日の様子 

１． 開会・説明 （全体） 

 当日の流れや代表的な交通安全対策、防犯灯について、プロジェクター等を使用して説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．話し合い （各班） 

事前アンケートをもとに各班で話し合いを行い、改善策（案）の検討、発表準備を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 発表 （全体）                    ４．総評（全体） 

 各班で話し合った現状・問題点・改善策（案）等の内容を全体    発表の内容やまちぐるみ安全点検 

に向けて発表しました。                     全体について、警察・主催者からの 

総評がありました。 

 

危険箇所について、現地の写真・地図を 

見ながら改善策（案）を話し合いました。 

 

 

３班に分かれ、事前アンケート（各地区の危

険箇所等を事前にご提出いただいたもの）の

内容を共有しました。 

 

地図で点検箇所を示し、プロジェクターで現地の写真を見 

せながら、現状・問題点・改善策案について各班の代表者 

が発表し、参加者全体で点検内容を共有しました。

 

 

 

大和警察署から、発表内容や大和市の

交通安全や防犯の現状について、お話

がありました。 

 

開会の挨拶の後、市職員により、代表的な交通安全対策について説明がありました。 

       

画面拡大 



桜 ヶ 丘 自 治 会 桜 ヶ 丘 親 和 会 自 治 会

久 田 自 治 会 相 鉄 コ ー プ 自 治 会

相 鉄 上 和 田 第 一 自 治 会 相 鉄 上 和 田 第 三 自 治 会

谷 戸 頭 自 治 会

桜 丘 小 学 校 桜 丘 小 学 校 PTA

大和市交通安全母の会連絡協議会
大和市交通安全シルバーリーダー
連 絡 協 議 会

大 和 女 性 防 犯 会 大 和 市 防 犯 協 会

大 和 警 察 署
( 発 表 ・ 総 評 の み 参 加 )

厚 木 土 木 事 務 所
東 部 セ ン タ ー

            参加人数　４０名 各班人数
                     　（内訳） 　　　　 　１班　　　　12名
　　 自治会                        7名 　　　　 　２班　　　　14名
　 　学校関係                   10名 　　　　 　３班　　　　11名
　 　交通安全・防犯団体　　4名
　 　行政機関　　　　　　　3名
　 　応募参加者　　　　　　6名 　　       ※うち市職員1名、警察2名は話し

　　 市職員　　　　　  　  10名 　　　       合いに参加しないため、各班人

　　　       数には含まれない。

　　　       

都 市 施 設 総 務 課 （ 都 市 ） 道 路 安 全 対 策 課 （ 道 路 ）

土 木 管 理 課 あ あ （ 土 木 ） 生 活 あ ん し ん 課 （ 生 活 ）

学 校 教 育 課 あ あ （ 学 校 ） み ど り 公 園 課 あ （ 公 園 ）

大 和 警 察 署 （ 警 察 ）
厚 木 土 木 事 務 所
東 部 セ ン タ ー （ 県 ）

※管理者等名については、以降（）内の標記を使用。

県・国

交 通 安 全 関 連 団 体

行　政　機　関

参　加　団　体　一　覧　表

自  　治  　会

学 　校　 関 　係

防犯関連団体

市

管　理　者　等　一　覧　表
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１班 

２班 

３班 

ＰＴＡ 

１班 

２班 

３班 

各班 

２名程度 

対象自治会 

１班 百合ヶ丘、桜ヶ丘、桜ヶ丘親和会 

２班 久田、相鉄コープ、相鉄上和田第一、相鉄上和田第三、 

相鉄上和田第四、上ノ町 

３班 谷戸頭、宮久保 

点検区域全体図・班割り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜丘小学校 

区域 

１班 
 

１ 

２ 

７ 

８ 

４ 

7 

３-2 

５ 

渋谷小学校 

区域 

１班 

６ 

３-1 



桜
丘
小
学
校
区
域
１
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
-
１
２
付
近

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
駐
車
場
か
ら
脇

道
 

 

   
事 前

 

＜
現
状
＞

 

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
駐
車
場
か

ら
脇
道
に
出
る
自
転
車
及
び

自
動
車
の
衝
突
事
故
が
年
１

回
発
生
し
て
い
る
。

 

・
駐
車
場
の
横
に
あ
る
家
の
す

ぐ
近
く
は
、
自
動
車
や
自
転

車
が
出
て
く
る
の
が
見
え
な

い
た
め
、
脇
道
を
通
行
す
る

自
動
車
や
歩
行
者
と
ぶ
つ
か

っ
て
し
ま
う
。

 

・
大
和
南
高
校
生
と
見
ら
れ
る

自
転
車
の
中
に
は
、
国
道
の

歩
道
か
ら
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

て
駐
車
場
を
横
切
り
、
脇
道

に
入
っ
て
く
る
た
め
、
危
険
。
 

・
脇
道
に
は
「
危
険
飛
び
出
し

注
意
」
の
看
板
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
駐
車
場
か
ら
出

て
く
る
自
転
車
や
自
動
車
に

は
効
果
が
な
い
。

 

 

①
路
面
に
自
動
車
徐
行
の
標

示
し
て
ほ
し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
来
年
度
以
降
、
T
字
路
手
前
に
徐
行
を

促
す
路
面
標
示
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
駐
車
場
横
の
家
の
直
近

は
、
自
転
車
や
自
動
車
が
、

駐
車
場
か
ら
脇
道
へ
出
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

 

②
③

 

個
人
・
企

業
 

②
③
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
へ
要
望
し
ま
し
た
。
 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

③
駐
車
場
か
ら
脇
道
に
出
る

自
転
車
や
自
動
車
に
注
意

喚
起
を
し
て
ほ
し
い
。

 

③
学
校

 

③
自
転
車
の
通
り
抜
け
に
つ
い
て
は
、
大

和
南
高
校
へ
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域
１
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

2
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

3
5

-
1
付
近
歩
道

  

事 前
 

＜
現
状
＞

 

歩
道
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
値
段
表
示
の
看
板
が
あ
り
、

人
の
通
行
が
若
干
阻
害
さ
れ

て
い
る
。

 

 

看
板
を
移
動
さ
せ
て
ほ
し

い
。

 

個
人
・
企

業
 

看
板
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
有
者
へ
通
行

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
場
所
へ
設
置
す
る

よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

3
-
1

 
交 通

 

大
和
市
上
和
田

9
4

4
-
2

3
付
近

 

桜
丘
小
学
校
入
口
交
差
点

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
桜
丘
小
学
校
入
口
交
差
点
が

目
違
い
で
あ
る
た
め
、
自
動

車
が
来
る
か
わ
か
り
に
く

く
、
危
険
。

 

・
歩
道
も
狭
く
、
信
号
待
ち
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
児
童

が
こ
の
交
差
点
を
渡
っ
て

小
学
校
へ
行
け
な
い
。

 
 

①
桜
丘
小
学
校
入
口
交
差
点

で
児
童
が
渡
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
周
辺
の
整
備

（
信
号
待
ち
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
、
歩
行
者
か
ら
の
見

通
し
を
よ
く
す
る
、
目
違

い
の
解
消
等
）
を
し
て
ほ

し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
要
望
箇
所
の
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て

は
、
検
討
す
る
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

（
中
期
）

 

現
状
の
対
策
と
し
て
、
通
学
時
間
帯

の
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
取
締
り
を
、
所

管
の
大
和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し

た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
国
道

4
6

7
号
沿
い
の
歩

道
の
整
備
を
し
て
ほ
し

い
。

 

②
県

 

②
国
道

4
6

7
号
の
管
理
者
で
あ
る
神
奈

川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ

ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

・
県
で
は
、
現
在
、
藤
沢
市
境
か
ら
渋
谷

小
学
校
前
歩
道
橋
ま
で
の
歩
道
整
備

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
他
の
地
域

 



桜
丘
小
学
校
区
域
１
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

3
-
1

 
交 通

 

大
和
市
上
和
田

9
4

4
-
2

3
付
近

 

桜
丘
小
学
校
入
口
交
差
点

 

  

事 前
 

 
 

 
 

の
歩
道
整
備
は
、
こ
の
事
業
の
進
捗

状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

 

・
大
和
市
に
よ
る
桜
丘
小
学
校
入
口
交
差

点
改
良
事
業
に
対
し
て
、
県
と
し
て
協

力
で
き
る
こ
と
を
調
整
し
ま
す
。

 

3
-
2

 
交 通

 

大
和
市
福
田

5
6

6
8

-
1

7
～

2
5

8
9

-
5
付
近
道
路

 

（
旧
藤
沢
街
道
）

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
通
学
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
が
、
道
幅
が
狭
く
、
路

側
帯
も
狭
い
た
め
、
歩
行
者

が
安
全
に
通
行
で
き
な
い
。

 

・
自
動
車
が
す
れ
違
う
際
は
、

路
側
帯
に
自
動
車
が
入
っ

て
来
る
た
め
、
児
童
に
接
触

し
そ
う
に
な
る
。

 

・
旧
道
の
交
差
点
は
み
な
路
側

帯
が
狭
く
、
信
号
待
ち
の
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
。

 

・
道
幅
が
狭
い
の
に
、
通
学
時

間
帯
も
双
方
向
へ
自
動
車

の
通
行
が
多
く
、
ま
た
ス
ピ

ー
ド
違
反
の
自
動
車
も
多

い
た
め
、
大
変
危
険
。

 

・
国
道

4
6

7
号
か
ら
は
、

7

～
9
時
進
入
禁
止
の
交
通

規
制
が
さ
れ
て
い
る
の
に

 

 

①
路
側
帯
を
広
く
し
て
ほ
し

い
。

 

①
～
③

 

市
 

（
道
路
）

 

①
要
望
箇
所
の
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て

は
、
現
在
予
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
状

の
対
策
と
し
て
、
通
学
時
間
帯
の
ス
ピ

ー
ド
違
反
の
取
締
り
を
、
所
管
の
大
和

警
察
署
に
要
望
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
現
状
薄
く
な
っ
て
い
る
外
側

線
の
復
旧
を
来
年
度
以
降
順
次
行
っ

て
い
き
、
安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
信
号
待
ち
の
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。

 
②
③
要
望
箇
所
の
交
差
点
の
改
良
に
つ

い
て
は
、
現
在
予
定
が
あ
り
ま
せ

ん
。
現
状
の
対
策
と
し
て
、
通
学
時

間
帯
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
取
締
り

を
、
所
管
の
大
和
警
察
署
に
要
望
し

ま
し
た
。

 

ま
た
、
現
状
薄
く
な
っ
て
い
る
外

側
線
の
復
旧
を
来
年
度
以
降
順
次

行
っ
て
い
き
、
安
全
対
策
に
努
め

 

③
歩
行
者
か
ら
の
見
通
し
を

良
く
し
て
ほ
し
い
。
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

3
-
2

 
交 通

 

大
和
市
福
田

5
6

6
8

-
1

7
～

2
5

8
9

-
5
付
近
道
路

 

（
旧
藤
沢
街
道
）

 

 
事 前

 

動
車
が
進
入
す
る
。
ま
た
、

児
童
が
通
学
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
減
速
し
な
い
ド
ラ

イ
バ
ー
が
い
る
。

 

＜
問
題
点
＞

 

歩
道
も
な
く
通
行
量
も
多
い

た
め
、
児
童
の
登
校
時
間
に
自

動
車
と
ぶ
つ
か
る
可
能
性
が

あ
る
。

 
 

 
 

て
ま
い
り
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

④
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
た
め

に
、
道
路
に
凹
凸
を
つ
け

る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
ほ

し
い
。

 

④
市

 

（
道
路
）

 

④
凹
凸
舗
装
に
つ
い
て
は
騒
音
・
振
動
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
慎
重
に
検

討
が
必
要
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
速

度
抑
制
を
目
的
と
し
た
路
面
標
示
に

て
対
策
し
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

⑤
児
童
の
登
校
時
間
（

7
：

3
0
～

8
：

3
0
）
の
一
方

通
行
規
制
を
し
て
ほ
し

い
。

 

⑤
警
察

 

⑤
一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
に
関
し

ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
大
和

警
察
署
が
所
管
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
通
行
に
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

住
民
の
生
活
に
影
響
す
る
の
で
、
地

域
住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長

名
で
大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

3
 

交 通
 

大
和
市
福
田

5
6

6
8

-
1

7
～

2
5

8
9

-
5
付
近
道
路

 

（
旧
藤
沢
街
道
）
と

 

桜
丘
小
学
校
入
口
交
差
点

 

 
当 日

 

＜
現
状
＞

 

・
通
学
路
は
旧
道
を
利
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

・
自
動
車
が
多
い
。
旗
当
番
が

い
る
が
効
果
は
な
い
。

 

・
桜
丘
小
学
校
入
口
交
差
点
の

目
違
い
を
直
す
計
画
は
あ

る
が
、
ま
だ
完
成
し
て
い
な

い
。

 

 

①
桜
丘
小
学
校
入
口
交
差
点

 
 

 

の
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
、
今
後
も
継

続
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。（
中
期
）
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
通
学
時
間
帯
は
一
方
通
行

に
し
て
ほ
し
い
。

 
②
警
察

 

②
一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
に
関
し

ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
大
和

警
察
署
が
所
管
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
通
行
に
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

住
民
の
生
活
に
影
響
す
る
の
で
、
地

域
住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

3
 

交 通
 

大
和
市
福
田

5
6

6
8

-
1

7
～

2
5

8
9

-
5
付
近
道
路

 

（
旧
藤
沢
街
道
）
と

 

桜
丘
小
学
校
入
口
交
差
点

 

 

 

・
一
方
通
行
で
は
な
い
。

 

 

 
 

名
で
大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
交
通
の
取
締
り
を
強
化
し

て
ほ
し
い
。

 
③
警
察

 

③
交
通
の
取
締
り
に
つ
い
て
、
所
管
の
大

和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

4
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

0
9
付
近

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
と
市
道

桜
ヶ
丘
宮
久
保
線
の
交
差
点

 

 

    

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
桜
ヶ
丘

1
号
踏
切
や
桜
ヶ
丘

交
差
点
を
原
因
と
す
る
渋

滞
に
よ
り
、
県
道
丸
子
中
山

茅
ヶ
崎
線
と
市
道
桜
ヶ
丘

宮
久
保
線
の
交
差
点
内
に

自
動
車
が
進
入
し
、
横
断
歩

道
が
使
用
で
き
な
い
場
面

が
あ
る
。

 

・
横
断
歩
道
、
一
時
停
止
線
の

所
に
自
動
車
が
乗
り
上
げ

て
い
る
。

 

・
交
差
点
の
見
通
し
が
悪
い
。

 

・
水
産
加
工
工
場
の
方
か
ら
く

る
道
と
出
会
う
細
い
道
に

ミ
ラ
ー
は
あ
る
が
、
ど
の
信

 

・
交
差
点
の
見
通
し

が
悪
い
の
は
、
信

号
機
を
時
差
式
に

し
た
ら
ど
う
か
。

 

・
現
在
す
で
に
申
請

し
て
い
る
が
、
信

号
の
歩
車
分
離

化
。

 

・
段
差
は
、
車
椅
子

の
人
や
杖
を
つ
い

て
い
る
人
、
乳
母

車
の
人
、
自
転
車

に
乗
る
老
人
、
小

学
生
な
ど
見
て
い

て
危
な
い
の
で
、

 

①
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

人
に
対
し
て
、
交
通
安
全

教
室
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

 

①
②
市

 

（
道
路
）

 

①
交
通
安
全
教
室
の
実
施
や
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
（
短
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
自
転
車
止
ま
れ
マ
ー
ク
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

②
県
道
交
差
点
（

5
差
路
）
へ
接
続
す
る

市
道
停
止
線
の
位
置
に
、
「
自
転
車
止

ま
れ
」
シ
ー
ト
を

2
か
所
、
設
置
し

て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
段
差
を
無
く
し
て
ほ
し

い
。

 
③
県

 

③
段
差
の
解
消
に
つ
い
て
、
県
道
丸
子
中

山
茅
ヶ
崎
線
の
管
理
者
で
あ
る
神
奈

川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ

ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

4
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

0
9
付
近

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
と
市
道

桜
ヶ
丘
宮
久
保
線
の
交
差
点

 

 

 

 

事 前
 

号
機
を
見
れ
ば
良
い
の
か

わ
か
っ
て
い
な
い
人
も
い

る
。

 

・
自
転
車
の
往
来
も
激
し
く
、

児
童
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に

な
る
。

 

・
自
転
車
と
歩
行
者
で
歩
道
が

混
雑
し
て
危
な
い
。

 

・
自
転
車
止
ま
れ
の
マ
ー
ク
を

 
 

守
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
。

 

・
横
断
歩
道
を
斜
め
に
渡
っ
て

い
く
自
転
車
も
あ
る
。

 

・
横
断
歩
道
で
は
な
い
の
に
桜

丘
小
学
校
か
ら
の
す
ぐ
の

道
を
渡
る
人
も
い
る
。

 

・
横
断
歩
道
の
白
線
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
。

 

・
横
断
歩
道
の
所
に
ポ
ー
ル
み

た
い
な
も
の
と
縁
石
は
あ

る
が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
な

く
、
防
犯
灯
も
な
い
。

 

・
歩
道
に

2
㎝
ぐ
ら
い
の
段
差

が
あ
る
。

 

・
工
事
は

1
1
月
迄
と
聞
い
て

い
る
が
、
水
産
加
工
工
場
の

工
事
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が

 

無
く
し
て
ほ
し

い
。

 

・
4
車
線
に
す
る
と

聞
い
て
い
る
が
は

っ
き
り
し
な
い

し
、
工
事
が
中
途

半
端
で
あ
る
。

 

・
い
つ
で
も
話
し
合

 

い
が
大
切
だ
と

思
う
。

 

 
 

＜
県
回
答
＞

 

上
和
田

1
0

0
9
付
近
交
差
点
の
歩
道

 
 

 
 

の
段
差
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
発
注
し
て

い
る
工
事
の
中
で
対
応
し
ま
す
。

 

④
桜
ヶ
丘
交
差
点
及
び
桜
ヶ

丘
1
号
踏
切
の
整
備
を
し

て
ほ
し
い
。

 

④
県

 

④
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
の
管
理
者

で
あ
る
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所

東
部
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

・
桜
ヶ
丘
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
県
道
丸

子
中
山
茅
ヶ
崎
線
拡
幅
事
業
の
中
で
、

国
道

4
6

7
号
を
含
め
た
各
方
向
に
右

折
レ
ー
ン
を
設
け
て
、
渋
滞
緩
和
を
図

り
ま
す
。

 

・
桜
ヶ
丘
１
号
踏
切
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
現
在
進
め
て
い
る
横
浜
市

境
か
ら
国
道

4
6

7
号
の
拡
幅
整
備
区

間
を
早
期
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
最

優
先
で
あ
り
、
現
在
の
事
業
区
間
の
進

捗
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
踏
切
部

の
事
業
着
手
ま
で
に
は
相
当
の
期
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
国
道

4
6

7
号

か
ら
踏
切
ま
で
の
区
間
で
は
、
暫
定
的

な
歩
道
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
北
側
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

4
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

0
9
付
近

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
と
市
道

桜
ヶ
丘
宮
久
保
線
の
交
差
点

 

 

 

 

 

 

事 前
 

出
入
り
し
て
自
動
車
の
数

が
増
え
て
い
る
。

 

＜
問
題
点
＞

 

・
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
の

4
車
線
化
が
進
ん
で
い
な

い
。

 

・
通
学
路
で
あ
る
の
に
、
危
険

が
多
く
、
児
童
と
自
動
車
や

自
転
車
の
接
触
が
考
え
ら

れ
る
。

 

・
常
に
渋
滞
し
て
い
る
た
め
、

事
故
が
あ
っ
た
ら
、
救
急
車

な
ど
が
通
れ
ず
、
緊
急
の
際

に
対
応
で
き
な
い
。

 

 

 
 

は
ほ
ぼ
全
線
、
南
側
も
踏
切
か
ら
約

5
0

m
の
区
間
で
歩
行
者
が
通
行
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
お

り
、
残
る
区
間
も
数
年
の
内
に
完
成

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

⑤
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。

 
⑤
県

 

⑤
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て
、
県

道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
の
管
理
者
で

あ
る
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東

部
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た

箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
発
注
し
て
い

る
工
事
で
幅
広
の
歩
道
を
整
備
し
ま
す

の
で
、
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

⑥
歩
車
分
離
信
号
に
し
て
ほ

し
い
。

 

⑥
⑦

 

警
察

 

⑥
歩
車
分
離
信
号
へ
の
変
更
に
つ
い
て
、

所
管
の
大
和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し

た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

⑦
横
断
歩
道
の
白
線
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
ほ
し
い
。

 

⑦
横
断
歩
道
の
塗
り
直
し
に
つ
い
て
、
所

管
の
大
和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し
た
。
 

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

4
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

0
9
付
近

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
と
市
道

桜
ヶ
丘
宮
久
保
線
の
交
差
点

 

 

 

 

 

 

 

事 前
 

 
 

⑧
防
犯
灯
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

⑧
⑨
市

 

（
生
活
）

 

⑧
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
来
年
度
以
降

の
設
置
箇
所
選
定
の
際
に
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来
年
度
の
設
置

箇
所
の
選
定
に
お
い
て
は
、
自
治
会
連

絡
協
議
会
で
取
り
ま
と
め
た
要
望
も

含
め
て
検
討
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
優

先
順
位
を
つ
け
て
設
置
い
た
し
ま
す
。
 

（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

⑨
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

 

⑨
大
和
市
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
不
特

定
多
数
の
人
が
往
来
す
る
公
共
の
場

所
に
お
け
る
犯
罪
発
生
の
抑
止
や
不

審
者
対
策
を
目
的
と
し
て
、
犯
罪
発
生

危
険
箇
所
や
不
審
者
出
没
箇
所
な
ど

に
設
置
を
進
め
て
お
り
、
道
路
交
通
監

視
の
た
め
の
設
置
は
目
的
外
と
な
り

ま
す
の
で
、
設
置
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
交
通
事
故
が
多
い
。

 

・
旗
当
番
は
毎
日
実
施
し
て
い

な
い
。

 

・
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
の

歩
道
の
段
差
が
多
い
。

 

・
交
差
点
、
信
号
待
ち
の
ス
ペ

 

・
看
板
で
注
意
喚

起
。

 

・
歩
車
分
離
信
号
機

の
設
置
。

 

①
自
転
車
止
ま
れ
シ
ー
ト
を

2
箇
所
（
小
学
校
入
口
、

市
道
上
和
田

1
3

3
号
）

に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

①
②
市

 

（
道
路
）

 

①
要
望
が
あ
っ
た
県
道
交
差
点
（

5
差

路
）
へ
接
続
す
る
市
道
停
止
線
の
位
置

に
、
「
自
転
車
止
ま
れ
」
シ
ー
ト
を

2

か
所
、
設
置
し
て
い
き
ま
す
。（
中
期
）
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
「
近
く
に
小
学
校
あ
り
」

な
ど
の
看
板
を
設
置
し
て

 

②
交
差
点
付
近
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
「
通

学
路
に
つ
き

 
児
童
に
注
意
」
の
看
板
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

４
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

0
9
付
近

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
と
市
道

桜
ヶ
丘
宮
久
保
線
の
交
差
点

 

 

 

 

 

 

当 日
 

ー
ス
が
狭
い
。

 

・
横
断
歩
道
、
白
線
が
薄
れ
て

い
る
。

 

・
道
幅
が
狭
い
。

 

・
見
通
し
が
悪
い
。

 

 ※
１
班
№
４
と
２
班
№
９
は

同
じ
場
所
の
た
め
、
１
班
№

４
に
回
答
を
ま
と
め
ま
し

た
。

 

 

ほ
し
い
。

 
 

設
置
を
検
討
し
ま
す
。
（
短
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

 

③
④
県

 

③
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て
、
県

道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
の
管
理
者
で

あ
る
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東

部
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た

箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
発
注
し
て
い

る
工
事
で
幅
広
の
歩
道
を
整
備
し
ま
す

の
で
、
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

④
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線

の
歩
道
の
段
差
を
解
消
し

て
ほ
し
い
。

 

④
段
差
の
解
消
に
つ
い
て
、
県
道
丸
子
中

山
茅
ヶ
崎
線
の
管
理
者
で
あ
る
神
奈

川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ

ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

上
和
田

1
0

0
9
付
近
交
差
点
の
歩
道
の

段
差
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
発
注
し
て
い

る
工
事
の
中
で
対
応
し
ま
す
。
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

４
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

0
9
付
近

 

旧
小
林
酒
店
前
交
差
点

 

当 日
 

 

 

⑤
横
断
歩
道
の
塗
り
直
し
を

し
て
ほ
し
い
。

 

⑤
⑥

 

警
察

 

⑤
横
断
歩
道
の
塗
り
直
し
に
つ
い
て
、
所

管
の
大
和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し
た
。
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

⑥
歩
車
分
離
信
号
機
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

 

⑥
歩
者
分
離
式
信
号
機
の
設
置
に
つ
い

て
、
所
管
の
大
和
警
察
署
に
要
望
し
ま

し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

５
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
7

0
6
₋
2
付
近

 

交
差
点

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
交
差
点
の
見
通
し
が
悪
い
。

 

・
子
供
の
飛
び
出
し
が
あ
る
。

 

・
横
断
歩
道
、
停
止
線
、
道
路

標
示
な
し
。

 

・
信
号
機
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
し
。

 

・
段
差
は
な
い
。

 

・
防
犯
灯
あ
り
。

 

・
カ
ラ
ス
に
よ
る
ゴ
ミ
の
散
乱

あ
り
。

 

・
子
供
た
ち
が
、
駐
車
場
や
道

路
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
こ

と
が
多
い
が
、
駐
車
場
に
は

大
体
７
～
８
台
程
度
自
動

車
が
あ
り
、
自
動
車
の
出
入

り
も
あ
る
た
め
、
危
険
。

 

・
事
故
が
お
き
て
は

い
け
な
い
の
で
、

ミ
ラ
ー
を
つ
け

て
ほ
し
い
。

 

・
親
は
子
供
の
こ
と

を
も
っ
と
見
て

ほ
し
い
。

 

①
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

①
～
③

 

市
 

（
道
路
）

 

①
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
部
分
に
、
対
向

車
同
士
の
確
認
の
た
め
の
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
子
供
飛
び
出
し
注
意
の
看

板
な
ど
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

②
看
板
を
設
置
す
る
箇
所
が
な
い
た
め
、

南
北
方
向
の
路
線
に
お
け
る
速
度
抑

制
を
目
的
と
し
た
、
「
速
度
お
と
せ
」

の
路
面
標
示
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
小
学
生
な
ど
へ
の
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
て
ほ
し

い
。

 

③
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し

て
お
り
、
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

５
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
7

0
6
₋
2
付
近

 

交
差
点

 

 

事 前
 

＜
問
題
点
＞

 

遊
ぶ
場
所
が
な
い
た
め
、
駐
車

場
や
道
路
な
ど
で
子
供
が
遊

ん
だ
り
す
る
の
で
は
な
い
か
。

 

 
④
公
園
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。

 

④
市

 

（
公
園
）

 

④
要
望
箇
所
付
近
に
は
、
現
在
公
園
を
設

置
す
る
予
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
代
わ
り

に
、
公
園
不
足
地
域
に
お
い
て
は
、
借

地
契
約
に
よ
っ
て
「
緑
の
広
場
」
を
設

置
し
、
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
開
発
行
為
な
ど
に
あ
た
っ
て

は
、
公
園
・
緑
地
・
広
場
な
ど
の
設

置
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
（
長
期
）

 

回
答
：
市
（
公
園
）

 

６
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
8

2
6

-
1
付
近

県
営
桜
並
木
住
宅

2
号
棟
前
信
号

  

   

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
現
地
は
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

信
号
が
青
に
な
る
ま
で
の

間
隔
が
長
い
た
め
、
信
号
を

無
視
し
て
横
断
す
る
歩
行

者
が
多
い
。

 

・
平
成

2
6
年

8
月
に
は
死
亡

事
故
が
発
生
し
た
。

 

 

当
該
信
号
機
の
前
後
の
信
号

機
と
連
動
さ
せ
て
、
信
号
が

青
に
な
る
ま
で
の
間
隔
を
短

く
し
て
ほ
し
い
。

 

警
察

 

青
信
号
に
な
る
ま
で
の
間
隔
を
短
く
す

る
よ
う
、
所
管
の
大
和
警
察
署
へ
要
望
し

ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

７
 

交 通
 

大
和
市
福
田

5
6

9
5
−
1

 

イ
タ
リ
ア
料
理
店
前
歩
道

 

 

   

当 日 追 加
 

＜
現
状
＞

 

・
イ
タ
リ
ア
料
理
店
の
看
板
で

駐
車
場
の
出
入
口
が
見
え

ず
、
駐
車
場
か
ら
出
て
く
る

自
動
車
に
ぶ
つ
か
り
そ
う

に
な
る
。

 

・
店
の
前
の
歩
道
は
狭
い
が
、

桜
丘
小
学
校
の
通
学
路
で
、

歩
行
者
や
自
転
車
が
多
く

行
き
来
す
る
。

 

・
自
転
車
が
通
る
と
歩
行
者
が

通
行
で
き
な
い
。

 

・
子
供
が
自
転
車
で
歩
道
を
通

る
が
、
歩
道
が
狭
く
段
差
も

あ
り
危
険
で
あ
る
。

 

・
通
学
路
に
な
っ
て
い
な
い
反

対
車
線
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

が
、
通
学
路
で
あ
る
イ
タ
リ

ア
料
理
店
側
に
は
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
は
な
い
。

 

＜
問
題
点
＞

 

・
歩
行
者
か
ら
出
て
く
る
自
動

車
が
見
え
な
い
。
出
て
く
る

自
動
車
か
ら
も
歩
行
者
が

見
え
な
い
。

 

 

①
イ
タ
リ
ア
料
理
店
側
に
も

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
柵
を
つ

け
て
ほ
し
い
。

 

①
県

 

①
国
道

4
6

7
号
の
道
路
管
理
者
で
あ
る

神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ

ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と

お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

・
県
で
は
、
現
在
、
藤
沢
市
境
か
ら
渋

 
 

谷
小
学
校
前
歩
道
橋
ま
で
の
歩
道
整

備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
他
の
地

域
の
歩
道
整
備
は
、
こ
の
事
業
の
進
捗

状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

 

・
平
成

2
6
年
度
に
も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

 

等
の
設
置
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
構

造
上
設
置
が
困
難
な
た
め
、
反
射
鋲
を

設
置
し
、
安
全
対
策
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

 

②
看
板
を
ず
ら
し
て
駐
車
場

の
出
入
口
が
見
え
る
よ
う

に
す
る
か
、
駐
車
場
の
出

入
口
に
ミ
ラ
ー
等
を
つ
け

て
、
出
て
く
る
自
動
車
が

見
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

 

②
 

個
人
・
企

業
 

②
イ
タ
リ
ア
料
理
店
へ
要
望
し
ま
し
た
。
 

回
答
：
市
（
道
路
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

７
 

交 通
 

大
和
市
福
田

5
6

9
5
−
1

 

イ
タ
リ
ア
料
理
店
前
歩
道

 

当 日 追 加
 

・
歩
道
が
狭
い
。

 

・
歩
道
に
段
差
が
あ
る
。

 
 

 
 

 

８
 

防 犯
 

大
和
市
福
田

5
6

6
7
付
近

 

道
路
・
歩
道

 

   

当 日 追 加
 

＜
現
状
＞

 

・
北
側
は
拡
幅
の
た
め
広
く
な

っ
て
お
り
、
木
の
杭
が
あ
る

が
、
そ
こ
ま
で
自
動
車
が
侵

入
し
て
く
る
。

 

・
木
の
杭
が
い
く
つ
も
壊
れ
て

い
て
、
夜
中
に
ぶ
つ
か
り
そ

う
に
な
る
。

 

・
南
側
の
学
習
塾
の
前
の
歩
道

に
幟
が
立
っ
て
い
て
通
行

で
き
な
い
。

 

・
桜
丘
小
に
向
か
う
自
動
車

と
、
駅
へ
向
か
う
自
動
車

が
、
ス
ピ
ー
ド
を
だ
し
て
い

て
危
険
。

 

木
の
杭
ま
で
自
動

車
は
侵
入
し
て
い

い
の
か
。
そ
の
せ
い

で
怖
く
て
歩
け
な

い
。

 

①
桜
丘
小
か
ら
駅
に
行
く
通

り
に
、
自
動
車
向
け
に
「
ス

ピ
ー
ド
落
せ
」
な
ど
の
看

板
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
速
度
抑
制
を
目
的
と
し
た
、
「
速
度
お

と
せ
」
の
路
面
標
示
を
、
来
年
度
以
降

行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
木
の
杭
ま
で
自
動
車
が
侵

入
し
て
く
る
の
で
、
歩
道

と
車
道
の
境
目
を
は
っ
き

り
さ
せ
て
ほ
し
い
。

 
②
③
市

 

（
土
木
）

 

②
要
望
箇
所
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
拡
幅

の
予
定
が
あ
り
ま
す
が
、
整
備
の
状
況

に
つ
い
て
途
中
の
段
階
に
あ
り
、
歩
道

に
つ
い
て
は
明
確
に
定
め
て
い
ま
せ

ん
。
木
杭
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
が
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
内
側
へ
の
車

両
の
進
入
防
止
を
目
的
と
し
て
設
置

し
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
車
両
進

入
を
抑
制
す
る
た
め
の
ポ
ス
ト
コ
ー

ン
な
ど
を
設
置
い
た
し
ま
す
。（
中
期
）
 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

③
壊
れ
て
い
る
木
の
杭
を
補

修
し
て
ほ
し
い
。

 

③
木
の
杭
に
つ
い
て
は
、
ぐ
ら
つ
い
て
い

る
箇
所
が
あ
る
た
め
、
補
修
す
る
予
定

で
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域
１
班

 

21 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

８
 

防 犯
 

大
和
市
福
田

5
6

6
7
付
近

 

道
路
・
歩
道

 

 

当 日 追 加
 

 

 
 

④
歩
道
に
幟
を
設
置
し
な
い

よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。

 

④
市

 

（
土
木
）

 

④
歩
道
に
限
ら
ず
市
道
へ
の
幟
の
無
断

設
置
は
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。
発
見
し

た
場
合
、
設
置
者
へ
指
導
し
て
お
り
、

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
も
指
導
済
み
で

す
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

⑤
警
察
に
ス
ピ
ー
ド
違
反
の

取
締
り
を
し
て
ほ
し
い
。

 
⑤
警
察

 

⑤
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
取
締
り
に
つ
い
て
、

所
管
の
大
和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し

た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

※
事
前
＝
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
、
当
日
＝
当
日
話
し
合
っ
た
内
容
、
当
日
追
加
＝
当
日
新
た
に
追
加
さ
れ
た
内
容

 

※
当
日
の
話
し
合
い
で
対
象
外
と
し
た
も
の
は
、
灰
色
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

 

※
管
理
者
等
（
市
・
県
の
担
当
課
等
）

 
市
（
都
市
）
＝
都
市
施
設
総
務
課
、
市
（
道
路
）
＝
道
路
安
全
対
策
課
、
市
（
土
木
）
＝
土
木
管
理
課
、
市
（
生
活
）
＝
生
活
あ
ん
し
ん
課
、

 

市
（
学
校
）
＝
学
校
教
育
課
、
市
（
公
園
）
＝
み
ど
り
公
園
課
、
警
察
＝
大
和
警
察
署
、
県
＝
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ
ー

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 

４ 

３-1 

２ 

９ 

３-２ 
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桜
丘
小
学
校
区
域

2
班

 

23 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

7
0

3
～

1
8

6
-
1

1
付
近

 

茂
右
衛
門
坂

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
道
路
中
央
の
側
溝
が
か

け
て
い
る
。

 

・
坂
を
上
が
る
手
前
の
家

に
あ
る
標
識
が
、
木
で

隠
れ
て
見
え
な
い
。

 

・
道
路
が
く
の
字
に
曲
が

り
、
見
通
し
が
非
常
に

悪
い
。

 

・
道
幅
が
狭
い
た
め
自
動

車
が
通
る
と
人
が
脇
に

寄
る
幅
が
な
い
。

 

・
自
動
車
の
抜
け
道
と
な

っ
て
い
る
。

 

・
平
成

2
7
年

6
月

2
6

日
に
自
動
車
と
自
転
車

の
衝
突
の
事
故
が
あ
っ

た
。
（
目
撃
情
報
提
供

の
看
板
あ
り
）

 

・
自
転
車
や
歩
行
者
が

通
る
時
、
安
全
な
場

所
ま
で
自
動
車
が
待

っ
て
く
れ
る
と
頭
が

下
が
る
。

 

・
お
互
い
の
思
い
や
り

が
大
事
で
す
ね
。

 

①
道
幅
を
広
く
し
て
、
自
動

車
と
人
の
通
る
と
こ
ろ

を
別
に
し
、
段
差
を
つ
け

た
歩
道
を
造
っ
て
ほ
し

い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
現
要
望
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
現
在
拡

幅
の
計
画
の
予
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
側
溝
を
修
理
し
て
ほ
し

い
。

 

②
③
市

 

（
土
木
）

 

②
現
地
確
認
し
ま
し
た
が
、
中
央
側
溝
部

に
は
大
き
な
破
損
が
見
当
た
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

 

し
か
し
、
道
路
の
両
端
に
は
破
損
が

見
ら
れ
た
た
め
、
経
過
観
察
し
補
修

し
て
い
く
予
定
で
す
。
（
長
期
）

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

③
標
識
が
見
え
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

 

③
木
で
標
識
が
隠
れ
え
て
見
え
な
い
件

に
関
し
ま
し
て
は
所
有
者
へ
指
導
し

ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

④
自
動
車
を
通
行
止
め
に

し
て
ほ
し
い
。

 
④
警
察

 

④
一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
に
関
し

ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
大
和

警
察
署
が
所
管
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
通
行
に
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

住
民
の
生
活
に
影
響
す
る
の
で
、
地

域
住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長

名
で
大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域

2
班

 

24 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

１
 

防 犯
 

大
和
市
上
和
田

7
0

3
～

1
8

6
-
1

1
付
近

 

茂
右
衛
門
坂

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
桜
ヶ
丘
駅
方
面
へ
の
近

道
な
の
で
利
用
す
る
人

が
多
い
。

 

・
急
な
坂
で
見
通
し
が
悪

く
て
道
幅
が
狭
い
。

 

・
防
犯
灯
が

3
本
中

2
本

し
か
つ
い
て
い
な
い
。

 

・
森
林
が
う
っ
そ
う
と
し

て
い
て
怖
い
。

 

・
夜
間
は
暗
く
、
人
家
も

少
な
い
た
め
、
変
質
者

が
多
く
出
る
。
ち
か
ん

注
意
の
看
板
あ
り
。

 

・
夜
は
暗
く
て
一
人
で
は

怖
く
て
通
れ
な
い
。

 

 

①
防
犯
灯
が
す
べ
て
点
灯

す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

 

①
市

 

（
生
活
）

 

①
平
成

2
8
年

1
1
月

1
3
日
（
日
）
午

後
9
時
過
ぎ
に
現
地
調
査
い
た
し
ま

し
た
が
、
坂
に
あ
る
防
犯
灯

3
本
は

全
て
異
常
な
く
点
灯
し
て
お
り
ま
し

た
。

 

ま
た
、
坂
の
上
と
下
の
入
口
周
辺
の

防
犯
灯
、
坂
の
延
長
線
上
に
あ
る
防

犯
灯
も
あ
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
た

が
、
全
て
点
灯
し
て
お
り
ま
し
た
。

 

な
お
、
防
犯
灯
は
セ
ン
サ
ー
で
周
囲

の
明
る
さ
を
感
知
し
暗
く
な
る
と
自

動
で
点
灯
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
夕
方
ご
ろ
か
ら
順
次
点
灯
し
ま

す
が
、
防
犯
灯
の
周
囲
の
樹
木
の
伸

び
方
に
よ
る
明
る
さ
の
違
い
や
防
犯

灯
の
機
種
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
灯

具
ご
と
に
点
灯
開
始
時
間
に
若
干
の

ず
れ
が
あ
り
ま
す
。

 

夜
に
な
っ
て
も
点
灯
し
て
い
な
い
場

合
は
、
防
犯
灯
に
設
置
さ
れ
た
青
い

プ
レ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た

6
ケ
タ
の

管
理
番
号
（
例
：

1
1

3
-
9

9
9
）
を
ご

確
認
の
う
え
、
生
活
あ
ん
し
ん
課
（
電

話
2

6
0

-
5

1
6

2
）
ま
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域

2
班

 

25 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

１
 

防 犯
 

大
和
市
上
和
田

7
0

3
～

1
8

6
-
1

1
付
近

 

茂
右
衛
門
坂

 

 

 

 

  

事 前
 

 
 

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

 

②
～
⑤

 

市
 

（
生
活
）

 

②
当
該
箇
所
に
は
照
明
灯
お
よ
び

L
E

D

防
犯
灯
が
一
定
数
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
新
設
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

③
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

 

③
現
在
、
こ
の
場
所
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

今
回
、
ご
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
箇
所
選
定

の
際
の
検
討
材
料
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
長
期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

④
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
て
ほ
し
い
。

 

④
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市
の
公
用

車
に
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
、
移
動
時

に
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

⑤
不
審
者
や
ち
か
ん
へ
の

対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

 

⑤
不
審
者
出
没
に
つ
い
て
注
意
喚
起
す

る
看
板
の
増
設
を
検
討
し
ま
す
。
（
短

期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域

2
班

 

26 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
 

防 犯
 

大
和
市
上
和
田

7
0

3
～

1
8

6
-
1

1
付
近

 

茂
右
衛
門
坂

 

  

   

事 前
 

 

 

⑥
子
ど
も
に
は
極
力
茂
右

衛
門
坂
を
通
ら
な
い
よ

う
に
呼
び
か
け
て
ほ
し

い
。

 

⑥
市

 

（
学
校
）

 

⑥
学
校
に
対
し
て
通
学
路
の
安
全
確
認

を
行
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
通
学
時

の
様
子
を
確
認
し
、
指
導
を
行
っ
て
も

ら
う
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
学
校
）

 

⑦
森
林
を
見
通
し
が
良
く

な
る
よ
う
管
理
し
て
ほ

し
い
。

 

⑦
 

個
人
・
企

業
 

⑦
所
有
者
で
あ
る
（
公
財
）
神
奈
川
ト
ラ

ス
ト
財
団
に
状
況
説
明
し
、
改
善
を
要

望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
公
園
）

 

交 通
 

・ 防 犯
 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
道
路
が
狭
く
、
暗
い
。

 

・
お
年
寄
り
が
転
ん
で
、

け
が
を
す
る
こ
と
が
よ

く
あ
る
。

 

・
ミ
ラ
ー
は
あ
る
が
、
向

き
が
悪
く
、
あ
ま
り
意

味
を
成
し
て
い
な
い
。

 

 

①
「
警
笛
鳴
ら
せ
」
の
看
板

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

①
②

 

警
察

 

①
規
制
標
識
の
設
置
に
つ
い
て
、
所
管
の

大
和
警
察
署
に
要
望
し
ま
す
。（
短
期
）
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
一
方
通
行
の
規
制
し
て

ほ
し
い
。

 

②
一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
に
関
し

ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
大
和

警
察
署
が
所
管
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
通
行
に
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

住
民
の
生
活
に
影
響
す
る
の
で
、
地

域
住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長

名
で
大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
足
元
を
照
ら
す
ラ
イ
ト

や
ソ
ー
ラ
ー
式
の
ラ
イ

ト
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

③
市

 

（
道
路
）

 

③
要
望
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
道
路
照
明

灯
設
置
の
条
件
に
な
く
、
設
置
は
行
い

ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域

2
班

 

27 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
 

防 犯
 

大
和
市
上
和
田

7
0

3
～

1
8

6
-
1

1
付
近

 

茂
右
衛
門
坂

 

 

当 日
 

 
 

④
道
路
脇
に
、
歩
行
者
用
の

緩
や
か
な
階
段
を
造
っ

て
ほ
し
い
。

 

④
市

 

（
道
路
）

 

④
要
望
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
歩
道

の
設
置
予
定
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

④
⑤

 

個
人
・
企

業
 

④
道
路
脇
の
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
（
公

財
）
神
奈
川
ト
ラ
ス
ト
財
団
に
状
況
説

明
し
、
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
公
園
）

 

⑤
道
路
周
り
の
木
の
枝
を

伐
採
し
て
、
見
通
し
を
よ

く
し
て
ほ
し
い
。

 

⑤
所
有
者
で
あ
る
（
公
財
）
神
奈
川
ト
ラ

ス
ト
財
団
に
状
況
説
明
し
、
改
善
を
要

望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
公
園
）

 

２
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田
４
３
２
－
７

 

相
鉄
上
和
田
第
一
・
第
三
共
同
自

治
会
館
前
道
路

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

自
治
会
館
前
か
ら
の
久
田

緑
地
と
道
路
と
の
境
界
の

フ
ェ
ン
ス
の
何
箇
所
か
壊

れ
て
い
る
。

 

＜
問
題
点
＞

 

フ
ェ
ン
ス
の
針
金
が
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
出
て
い
る
の
で

手
や
足
を
ひ
っ
か
け
て
怪

我
を
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

 

 

フ
ェ
ン
ス
を
補
修
し
て
ほ

し
い
。

 

個
人
・
企

業
 

所
有
者
で
あ
る
（
公
財
）
神
奈
川
ト
ラ
ス

ト
財
団
に
状
況
説
明
し
、
改
善
を
要
望
し

ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
公
園
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域

2
班

 

28 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

３
-
1

 
交 通

 

大
和
市
上
和
田

5
9

9
-
3
～

7
9

9
-
7
～

9
6
付
近
道
路

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
沿
い
の
食

い
違
い
交
差
点
か
ら
久
田
自
治
会

館
前
を
経
由
し
、
百
合
ヶ
丘
方
向

へ
向
か
う
道
路

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎

線
か
ら
百
合
ヶ
丘
方
面

へ
向
か
う
道
及
び
桜
ヶ

丘
小
学
校
へ
向
か
う
道

は
、
同
県
道
と
国
道

4
6

7
号
の
抜
け
道
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
自
動

車
の
往
来
が
激
し
い
。

 

・
同
県
道
か
ら
、
久
田
自

治
会
館
前
を
通
り
、
桜

丘
小
学
校
か
ら
へ
向
か

う
道
は
通
学
路
で
あ

る
。

 

 

①
歩
道
を
整
備
し
て
ほ
し

い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
要
望
箇
所
に
い
つ
い
て
は
、
現
在
道
路

拡
幅
及
び
歩
道
の
設
置
の
予
定
が
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
久
田
自
治
会
館
か
ら
百

合
ヶ
丘
に
至
る
道
路
に

速
度
制
限
を
標
示
し
て

ほ
し
い
。

 

②
市

 

（
道
路
）

 

②
速
度
抑
制
を
目
的
と
し
た
、
「
速
度
お

と
せ
」
の
路
面
標
示
及
び
「
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
」
の
復
旧
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

３
-
２

 
交 通

 

大
和
市
上
和
田

7
9

9
−
7
付
近

 

久
田
自
治
会
館
前

T
字
路

 

 

事 前
 

・
桜
丘
小
学
校
並
び
に
百

合
ヶ
丘
に
向
か
う
路
上

に
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
標
示
の
み
で
、
速
度

制
限
標
示
が
な
い
。

 

・
久
田
自
治
会
館
前
の
東

西
に
横
断
す
る
横
断
歩

道
は
、
上
ノ
町
、
相
鉄

コ
ー
プ
、
相
鉄
上
和
田

第
一
・
第
二
・
第
三
・

第
四
自
治
会
の
児
童
が

 

 

①
横
断
歩
道
の
と
こ
ろ
に

児
童
の
待
機
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

 

①
②
市

 

（
道
路
）

 

①
要
望
箇
所
の
東
西
に
横
断
す
る
横
断

歩
道
の
付
近
に
は
、
現
在
道
路
拡
幅
及

び
歩
道
の
設
置
の
予
定
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
信
号
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

②
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
、
所
管
の
大

和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域

2
班

 

29 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

３
-
２

 
交 通

 

大
和
市
上
和
田

7
9

9
−
7
付
近

 

久
田
自
治
会
館
前

T
字
路

 

 

事 前
 

通
学
路
と
し
て
利
用
し

て
い
る
が
、
児
童
の
待

機
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い

た
め
、
自
動
車
を
や
り

す
ご
す
所
が
な
い
。

 

・
久
田
自
治
会
館
前
の
東

西
に
横
断
す
る
横
断
歩

道
は
、
下
校
時
に
資
材

置
き
場
の
ブ
ッ
ロ
ク
塀

で
見
通
し
が
悪
く
、
低

学
年
の
児
童
は
県
道
か

ら
く
る
自
動
車
に
対

し
、
死
角
に
な
っ
て
い

る
。

 

 

③
資
材
置
き
場
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
土
地
所
有
者
の

理
解
を
得
て
低
く
し
、
見

通
し
を
よ
く
す
る
。

 

③
④
市

 

（
道
路
）

 

③
現
地
に
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
道
路
を
占
用
し
て
い
な
い

（
＝
道
路
へ
は
み
出
し
て
い
な
い
）
こ

と
か
ら
、
地
権
者
さ
ん
の
自
費
負
担
に

よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
良
は
、
現
実
的

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

④
横
断
歩
道
を
渡
る
よ
う

に
指
導
し
て
ほ
し
い
。

 

④
交
通
安
全
教
室
の
実
施
や
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
（
短
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

３
-
３

 
交 通

 

大
和
市
上
和
田

5
9

9
-
3
～

7
9

9
-
7
～
８
３
２

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
沿
い
の
食

い
違
い
交
差
点
か
ら
久
田
自
治
会

館
前
を
経
由
し
、
桜
丘
小
学
校
へ

向
か
う
道
路

 

 

事 前
 

・
久
田
自
治
会
館
前
の
東

西
に
横
断
す
る
横
断
歩

道
に
は
信
号
が
な
い
の

で
、
北
側
の
細
い
道
か

ら
横
断
歩
道
で
な
い
所

を
横
断
し
て
し
ま
う
人

が
い
る
。

 

・
久
田
自
治
会
館
前
か
ら

桜
丘
小
学
校
ま
で
は
歩

道
が
あ
る
が
、
自
治
館

前
の
横
断
歩
道
か
ら
歩

道
が
な
く
な
り
、
児
童

 

 

久
田
自
治
会
館
か
ら
桜
丘

小
学
校
に
至
る
道
路
に
速

度
制
限
を
標
示
す
る
。

 

市
 

（
道
路
）

 

速
度
抑
制
を
目
的
と
し
た
、
「
速
度
お
と

せ
」
の
路
面
標
示
及
び
「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
」
の
復
旧
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中

期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域

2
班

 

30 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

３
-
３

 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

5
9

9
-
3
～

7
9

9
-
7
～

9
6
付
近
道
路

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
沿
い
の

食
い
違
い
交
差
点
か
ら
久
田
自
治

会
館
前
を
経
由
し
、
百
合
ヶ
丘
及

び
桜
ヶ
丘
方
向
へ
向
か
う
道
路

 

 

事 前
 

は
車
道
を
歩
く
こ
と
に

な
る
。

 
 

 
 

 

３
 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
だ
が
、

速
度
標
示
が
な
い
た
め

に
、
自
動
車
が
ス
ピ
ー

ド
を
だ
し
て
い
て
危

険
。

 

・
時
速

3
0
㎞
で
走
っ
て

い
る
と
後
ろ
の
自
動
車

か
ら
あ
お
ら
れ
た
り
、

後
ろ
に
ぴ
っ
た
り
く
っ

つ
か
れ
た
り
す
る
。

 

 

①
減
速
さ
せ
る
た
め
の
工

夫
を
道
路
に
施
し
て
ほ

し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
速
度
抑
制
を
目
的
と
し
た
、
「
速
度
お

と
せ
」
の
路
面
標
示
を
来
年
度
以
降
行

っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
速
度
制
限
標
示
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

 
②
警
察

 

②
速
度
制
限
標
示
に
つ
い
て
、
所
管
の
大

和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

４
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田
６
１
３
付
近

 

階
段

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
冬
場
に
な
る
と
路
面
が

凍
結
し
て
滑
り
や
す

い
。

 

・
防
犯
灯
が
汚
れ
て
い
る
。
 

・
防
犯
灯
が

5
本
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
光
が
十

分
で
な
い
。

 

・
家
が
少
な
く
、
人
通
り

も
少
な
く
、
街
灯
も
暗

い
の
で
、
変
質
者
が
多

く
出
る
。

 

 

①
照
明
灯
を
明
る
い

L
E

D

に
交
換
し
て
ほ
し
い
。

 

①
市

 

（
土
木
）

 

①
照
明
灯
カ
バ
ー
も
汚
れ
て
お
り
、
ラ
ン

プ
自
体
も
暗
い
た
め
、
照
明
灯
の

L
E

D
化
に
つ
い
て
検
討
致
し
ま
す
。

ま
た
、
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る

L
E

D
防
犯
灯
が
明
る
い
た
め
、
余
計

に
暗
く
見
え
て
し
ま
う
の
も
一
つ
の

原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
（
長
期
）

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

②
L
E

D
防
犯
灯
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

 

②
市

 

（
生
活
）

 

②
当
該
箇
所
に
は
照
明
灯
お
よ
び
防
犯

灯
が
一
定
数
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
新
設
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

回
答
：
市
（
生
活
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域

2
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

４
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田
６
１
３
付
近

 

階
段

 

   

事 前
 

・
森
林
が
う
っ
そ
う
と
し

て
い
て
怖
い
。

 

 

③
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

 

③
④
市

 

（
生
活
）

 

③
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
階
段
上
に

防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
階

段
の
上
下
方
向
と
も
カ
メ
ラ
の
画
角

内
に
納
め
て
お
り
、
こ
れ
以
上
増
設
す

る
メ
リ
ッ
ト
が
無
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

④
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
て
ほ
し
い
。

 

④
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市
の
公
用

車
に
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
、
移
動
時

に
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
短
期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

⑤
森
林
の
管
理
を
す
る
よ

う
指
導
し
て
ほ
し
い
。

 

⑤
 

個
人
・
企

業
 

⑤
西
側
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
で

あ
る
（
公
財
）
神
奈
川
ト
ラ
ス
ト
財
団

に
状
況
説
明
し
、
改
善
を
要
望
し
た
と

こ
ろ
、
「
通
路
側
の
竹
な
ど
を
定
期
的

に
伐
採
す
る
な
ど
の
手
入
れ
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
希
少
動
植
物
保
護
の

観
点
か
ら
、
状
況
を
維
持
し
た
中
で
の

対
応
に
な
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

東
側
に
つ
い
て
は
、
畑
で
あ
り
問
題

な
い
と
考
え
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
公
園
）

 



桜
丘
小
学
校
区
域

2
班

 

32 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

５
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

5
9

1
-
1

 

作
業
服
店
看
板

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線

へ
出
る
道
路
の
横
の
作
業

服
店
の
看
板
が
低
い
た
め
、

桜
ヶ
丘
駅
方
面
か
ら
の
自

動
車
の
確
認
が
難
し
い
。

 

 

看
板
の
設
置
位
置
を
変
え

る
か
、
高
い
所
に
設
置
し
て

ほ
し
い
。

 

個
人
・
企

業
 

民
地
内
に
設
置
さ
れ
た
看
板
の
た
め
、
市

で
は
高
さ
を
変
え
る
な
ど
の
指
導
は
で

き
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、
現
地
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
見
通

し
は
一
定
以
上
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

６
 

交 通 ・ 防 犯
 

大
和
市
上
和
田

1
2

0
0
付
近

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
沿
い
の

食
い
違
い
交
差
点

 

 

 

 

  

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
北
側
か
ら
こ
の
交
差
点

に
進
入
し
左
折
す
る
自

動
車
が
曲
が
る
時
、
信

号
待
ち
を
し
て
い
る
歩

行
者
を
巻
き
込
み
そ
う

に
な
る
。

 

・
北
側
か
ら
交
差
点
に
進

入
す
る
自
動
車
が
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
て
い
て
危

険
。

 

・
自
動
車
で
北
側
か
ら
交

差
点
に
進
入
し
て
左
折

す
る
時
、
見
に
く
い
。

 

・
南
側
か
ら
交
差
点
に
進

入
し
た
自
動
車
が
、
左

折
す
る
時
、
住
宅
ぎ
り

ぎ
り
で
曲
が
る
の
で
、

 

・
い
ず
れ
道
路
が
広
く

な
る
に
し
て
も
、
信

号
待
ち
し
て
い
る
際

に
、
ど
こ
で
待
と
う

か
、
子
供
を
連
れ
て
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し

て
、
す
ご
く
ヒ
ヤ
ヒ

ヤ
し
て
正
直
怖
い
。

 

・
自
動
車
で
こ
の
交
差

点
を
通
る
時
、
歩
行

者
を
巻
き
込
ま
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
い

る
。

 

・
違
反
進
入
車
両
は
、

児
童
の
通
学
の
際
の

交
通
事
故
の
リ
ス
ク

を
上
げ
る
。

 

①
交
差
点
の
信
号
待
ち
ス

ペ
ー
ス
に
、
ポ
ー
ル
な
ど

の
歩
行
者
を
守
る
も
の

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

①
県

 

①
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
の
道
路
管

理
者
で
あ
る
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事

務
所
東
部
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と

こ
ろ
、
次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

交
差
点
の
巻
き
込
み
部
の
歩
行
者
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
は
、
車
止
め
ポ
ー
ル
の

設
置
な
ど
、
道
路
が
拡
幅
さ
れ
る
ま
で
の

暫
定
対
策
を
、
警
察
と
相
談
し
な
が
ら
早

急
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

 

②
警
察
に
違
反
進
入
車
の

取
締
り
の
強
化
を
し
て

ほ
し
い
。

 

②
警
察

 

②
時
間
帯
車
両
進
入
禁
止
の
規
制
違
反

取
締
り
に
つ
い
て
、
所
管
の
大
和
警
察

署
に
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

６
 

交 通 ・ 防 犯
 

大
和
市
上
和
田

1
2

0
0
付
近

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
沿
い
の

食
い
違
い
交
差
点

 

 
事 前

 

信
号
待
ち
歩
行
者
が
巻

き
込
ま
れ
そ
う
に
な

る
。

 

・
県
道
か
ら
久
田
自
治
会

館
方
面
へ
の
道
路
と
佐

馬
神
社
方
面
へ
の
道
路

は
、

7
:3

0
～

8
:3

0
の

時
間
指
定
進
入
禁
止
が

あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず

侵
入
し
て
く
る
自
動
車

が
あ
り
、
裏
道
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。

 

・
こ
の
交
差
点
は
、
佐
馬

神
社
方
面
か
ら
桜
丘
小

学
校
へ
向
か
う
際
の
通

学
路
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。

 

 
③
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

し
て
ほ
し
い
。

 

③
市

 

（
生
活
）

 

③
大
和
市
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
不
特

定
多
数
の
人
が
往
来
す
る
公
共
の
場

所
に
お
け
る
犯
罪
発
生
の
抑
止
や
不

審
者
対
策
を
目
的
と
し
て
、
犯
罪
発
生

危
険
箇
所
や
不
審
者
出
没
箇
所
な
ど

に
設
置
を
進
め
て
お
り
、
交
通
取
締
り

の
た
め
の
設
置
は
目
的
外
と
な
る
た

め
、
カ
メ
ラ
の
設
置
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

７
 

防 犯
 

大
和
市
上
和
田

1
1

9
2
～

1
0

7
0

付
近

 
 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
沿
い
食

い
違
い
交
差
点
か
ら
左
馬
神
社
方

向
へ
向
か
う
道
路

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
通
学
路
で
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
は
あ
る
も
の
の
、

道
幅
が
狭
く
、
曲
が
り

く
ね
っ
て
い
る
の
で
、

見
通
し
が
悪
く
危
険
。

 

・
路
面
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
や
道
路
の
白
線
が
薄

く
な
っ
て
い
る
。

 

通
学
路
に
つ
い
て
は
学

校
で
充
分
検
討
し
て
指

導
し
て
い
る
と
思
う

が
、
小
学
生
な
ど
が

1

人
で
歩
く
の
は
危
険
で

あ
る
と
思
う
。
集
団
登

校
の
方
が
良
い
の
で

は
。

 

①
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
路

面
標
示
や
、
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
、
白
線
を
塗
り
な
お

し
て
ほ
し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
薄
く
な
っ
た
外
側
線
及
び
カ
ラ
ー
舗

装
の
復
旧
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

７
 

防 犯
 

大
和
市
上
和
田

1
1

9
2
～

1
0

7
0

付
近

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
沿
い
食

い
違
い
交
差
点
か
ら
左
馬
神
社
方

向
へ
向
か
う
道
路

 

 

事 前
 

・
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走

っ
て
い
る
自
動
車
が
多

い
。

 

・
白
線
の
内
側
を
通
行
し

て
い
て
も
怖
く
感
じ
る

ほ
ど
、
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、
運
転
手
の
マ
ナ

ー
・
モ
ラ
ル
に
問
題
が

あ
る
自
動
車
が
多
い
。

 

・
自
動
車
で
走
っ
て
い
る

と
、
自
転
車
が
転
倒
し

そ
う
で
怖
い
時
が
あ

る
。

 

 

②
注
意
喚
起
を
促
す
看
板

や
路
面
標
示
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

 

②
市

 

（
道
路
）

 

②
看
板
を
設
置
す
る
箇
所
が
な
い
た
め
、

速
度
抑
制
を
目
的
と
し
た
、
「
速
度
お

と
せ
」
及
び
「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
」
の

路
面
標
示
の
復
旧
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
取
締

り
を
し
て
ほ
し
い
。

 
③
警
察

 

③
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
取
締
り
に
つ
い
て
、

所
管
の
大
和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し

た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

④
集
団
登
校
に
し
て
ほ
し

い
。

 
④
学
校

 

④
学
校
に
対
し
て
要
望
の
内
容
を
伝
え
、

検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
ま
し

た
。

 

回
答
：
市
（
学
校
）

 

８
 

防 犯
 

大
和
市
上
和
田
８
９
１
付
近

 

直
売
所
付
近

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線

沿
い
、
久
保
原

3
6
号
電

柱
付
近
は
外
灯
が
な
く
、

近
く
に
は
農
道
の
入
口
が

あ
り
、
暗
が
り
で
防
犯
上

極
め
て
危
険
な
箇
所
で
あ

る
。

 

外
灯
設
置
を
求
め
る
意

見
が
多
く
あ
る
。

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線

の
久
保
原

3
6
号
電
柱
付
近

に
防
犯
灯
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

 

市
 

（
生
活
）

 

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
来
年
度
以
降
の

設
置
箇
所
選
定
の
際
に
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
来
年
度
の
設
置
箇
所
の

選
定
に
お
い
て
は
、
自
治
会
連
絡
協
議
会

で
取
り
ま
と
め
た
要
望
も
含
め
て
検
討

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
優
先
順
位
を
つ
け

て
設
置
い
た
し
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

９
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

0
9
付
近

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
と
市
道

桜
ヶ
丘
宮
久
保
線
の
交
差
点

 
 

 

※
１
班
№
４
と
２
班
№
９
は
同

じ
場
所
の
た
め
、
１
班
№
４

に
ま
と
め
ま
し
た
。

 

 
回
答
は

1
班
の
№
４
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 

 
 

1
０

 
交 通

 

桜
丘
小
学
校
近
辺
の
交
通
規
制
箇

所
 

 

 

当 日 追 加
 

＜
現
状
＞

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線

と
市
道
光
ヶ
丘
久
田
線
及

び
市
道
久
田
山
谷
線
と
の

食
い
違
い
交
差
点
（

2
班

№
６
の
交
差
点
）
は
、
規

制
時
間
が

7
：

3
0
～
８
：

３
０
に
な
っ
て
い
る
が
、

他
の
所
は
、
規
制
時
間
が

7
：

0
0
～
９
：
０
０
に
な

っ
て
お
り
地
域
住
民
の
生

活
に
支
障
が
あ
る
。

 

学
校
周
辺
の
朝
の
規
制

時
間
に
つ
い
て
、
子
供

の
通
学
に
問
題
が
な
け

れ
ば
、
規
制
時
間
を

7
：

3
0
～
８
：
３
０
に

統
一
で
き
な
い
か
。

 

学
校
周
辺
の
朝
の
規
制
時

間
を

7
：

3
0
～
８
：
３
０

に
統
一
し
て
ほ
し
い
。

 

警
察

 

交
通
規
制
に
関
し
ま
し
て
は
、
交
通
管
理

者
で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
い

ま
す
。

 

時
間
規
制
に
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
住

民
の
生
活
に
影
響
す
る
の
で
、
地
域
住
民

の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長
名
で
大
和

警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

 ※
事
前
＝
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
、
当
日
＝
当
日
話
し
合
っ
た
内
容
、
当
日
追
加
＝
当
日
新
た
に
追
加
さ
れ
た
内
容

 

※
当
日
の
話
し
合
い
で
対
象
外
と
し
た
も
の
は
、
灰
色
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

 

※
管
理
者
等
（
市
・
県
の
担
当
課
等
）

 
市
（
都
市
）
＝
都
市
施
設
総
務
課
、
市
（
道
路
）
＝
道
路
安
全
対
策
課
、
市
（
土
木
）
＝
土
木
管
理
課
、
市
（
生
活
）
＝
生
活
あ
ん
し
ん
課
、

 

市
（
学
校
）
＝
学
校
教
育
課
、
市
（
公
園
）
＝
み
ど
り
公
園
課
、
警
察
＝
大
和
警
察
署
、
県
＝
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ
ー

 



い
 

                                       

３
 

５
 

２
 

１
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８
 

６
 

４
 

桜
丘
小
学
校

 

区
域

 

３
班

 
 

７
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

1
9

-
4
付
近

 

福
祉
施
設
前
道
路

 

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
平
成

2
8
年

5
月
の
夕

方
、
市
道
桜
ヶ
丘
宮
久

保
線
の
福
祉
施
設
前
道

路
で
、
自
転
車
同
士
が

接
触
し
、
女
子
児
童
が

負
傷
す
る
事
故
が
発
生

し
た
。

 

・
事
故
は
、
女
子
児
童
が

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎

線
に
向
か
っ
て
市
道
桜

ヶ
丘
宮
久
保
線
の
右
側

を
走
行
中
に
、
県
道
丸

子
中
山
茅
ヶ
崎
線
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
施
設
前
の
脇

道
（
市
道
上
和
田

1
2

5

号
）
を
通
り
、
市
道
桜

ヶ
丘
宮
久
保
線
へ
入
っ

て
き
た
男
子
生
徒
と
出

会
い
頭
に
衝
突
し
た
も

の
。

 

・
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎

線
に
接
道
す
る
市
道
桜

ヶ
丘
宮
久
保
線
は
、
交

通
の
往
来
が
多
い
た

め
、
信
号
待
ち
の
車
両

 

・
自
転
車
同
士
の
事
故

は
、
一
歩
間
違
え
る

と
重
大
な
事
故
に

な
る
も
の
だ
っ
た
。

 

・
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ

崎
線
（
中
原
街
道
）

周
辺
は
通
学
路
も

含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
行
政
を
中
心

に
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。

 

・
通
学
路
周
辺
は
特
に

安
全
対
策
の
強
化

が
必
要
。

 

①
市
道
上
和
田

1
2

5
号
か

ら
市
道
桜
ヶ
丘
宮
久
保
線

へ
で
る
箇
所
に
、
自
転
車

一
時
停
止
な
ど
の
標
示
を

し
て
ほ
し
い
。

 

①
②
市

 

（
道
路
）

 

①
「
自
転
車
止
ま
れ
」
シ
ー
ト
の
設
置
を

行
い
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線

（
中
原
街
道
）
周
辺
の
通

学
路
の
安
全
対
策
を
強
化

し
て
ほ
し
い
。

 

②
当
該
路
線
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
左
側

通
行
の
路
面
標
示
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
自
転
車
も
車
両
扱
い
で
あ
り
、
原
則
左

側
通
行
と
な
り
ま
す
。
交
通
安
全
教
室

の
実
施
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
通
じ
て
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
短
期
）
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線

（
中
原
街
道
）
の
交
差
点

付
近
の
道
路
拡
張
工
事
を

早
く
進
め
て
ほ
し
い
。

 

③
県

 

③
県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
の
管
理
者

で
あ
る
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所

東
部
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
の
回
答
＞

 

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
に
つ
い
て
は
、

拡
幅
部
の
用
地
を
買
収
し
、
用
地
が
ま
と

ま
っ
て
確
保
で
き
た
箇
所
か
ら
順
次
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
権
者
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

1
9

-
4
付
近

 

福
祉
施
設
前
道
路

 

 

事 前
 

が
渋
滞
す
る
こ
と
が
多

い
。

 

・
交
差
点
付
近
の
道
路
幅

が
狭
く
、
信
号
待
ち
を

す
る
自
動
車
が
、
左
側

い
っ
ぱ
い
に
止
ま
っ
て

い
る
た
め
、
道
路
の
左

側
を
自
転
車
で
通
行
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

＜
問
題
点
＞

 

渋
滞
し
て
い
る
せ
い
で
、

自
転
車
は
自
然
に
右
側
通

行
と
な
っ
て
し
ま
う
。

 

 
 

 

の
方
へ
も
、
地
権
者
の
方
へ
丁
寧
に
説
明

し
、
用
地
確
保
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
早

期
に
事
業
が
完
了
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

 

2
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

1
5

-
1
～

1
0

7
8

-
2
ま
で
の
道
路

 

市
道
桜
ヶ
丘
宮
久
保
線

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
朝
夕
の
自
動
車
の
往
来

が
多
い
。

 

・
歩
道
や
自
転
車
走
行
帯

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
歩
行
者
が
危
険

で
あ
る
。

 
 

①
歩
道
や
自
転
車
走
行
帯
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
平
成

2
8
年
度
に
て
、
自
転
車
通
行
帯

（
ナ
ビ
マ
ー
ク
）
を
整
備
済
み
で
す
。

ま
た
、
歩
行
者
の
通
行
路
の
確
保
の
た

め
の
外
側
線
及
び
カ
ラ
ー
舗
装
の
復

旧
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
時
間
指
定
で
、
進
入
で
き

る
車
種
を
制
限
し
て
ほ
し

い
。

 

②
警
察

 

②
時
間
指
定
進
入
禁
止
な
ど
の
交
通
規

制
に
関
し
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で

あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
い
ま

す
。

 

進
入
禁
止
に
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

 



桜
丘
小
学
校
区
域
３
班

 

39 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

2
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
0

1
5

-
1
～

1
0

7
8

-
2
ま
で
の
道
路

 

市
道
桜
ヶ
丘
宮
久
保
線

 
事 前

 
 

 
 

 

住
民
の
生
活
に
影
響
す
る
の
で
、
地

域
住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長

名
で
大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

3
 

交 通 ・ 防 犯
 

大
和
市
上
和
田

1
6

2
6
−
3
～

1
5

1
7
付
近
歩
道

 

宮
久
保
交
差
点
か
ら
宮
久
保
橋
ま

で
の
南
側
の
歩
道

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

コ
ン
ビ
ニ
側
の
歩
道
が
狭

く
、
暗
い
。

 

 

①
南
側
の
歩
道
を
広
く
し
て

ほ
し
い
。

 

市
 

（
道
路
）

 

①
歩
道
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
車
道
も
含

め
大
幅
な
改
良
工
事
が
必
要
と
な
り
、

拡
幅
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
防
犯
灯
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

市
 

（
生
活
）

 

②
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
来
年
度
以
降

の
設
置
箇
所
選
定
の
際
に
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来
年
度
の
設
置

箇
所
の
選
定
に
お
い
て
は
、
自
治
会
連

絡
協
議
会
で
取
り
ま
と
め
た
要
望
も

含
め
て
検
討
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
優

先
順
位
を
つ
け
て
設
置
い
た
し
ま
す
。

（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

当 日
 

 

歩
道
の
拡
幅
が
無
理

で
あ
る
な
ら
ば
、
現
在

の
コ
ン
ビ
ニ
側
の
歩

道
を
な
く
し
、
反
対
側

の
歩
道
を
広
げ
る
な

ど
の
改
良
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

 

コ
ン
ビ
ニ
側
の
歩
道
を
な
く

し
、
北
側
の
歩
道
を
広
げ
る

な
ど
の
改
良
を
し
て
ほ
し

い
。

 

市
 

（
道
路
）

 

歩
道
を
含
め
た
路
線
の
改
良
に
つ
い
て

も
現
在
計
画
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市

道
桜
ヶ
丘
宮
久
保
線
の
北
側
は
、
県
道
の

た
め
県
管
理
で
あ
り
、
要
望
の
内
容
で
の

対
策
は
行
え
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

4
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
5

1
7
付
近

 

宮
久
保
橋
と
藤
沢
大
和
自
転
車
道

付
近
交
差
点

 

 

 

 

 

 

  

事 前
 

＜
現
状
＞

 

宮
久
保
橋
は
通
学
路
に
あ

た
り
、
特
に
朝
の
時
間
帯
は

生
徒
と
車
両
と
の
交
差
が

激
し
い
。

 

＜
問
題
点
＞

 

・
宮
久
保
橋
付
近
の
交
差
点

で
信
号
待
ち
し
て
い
る
生

徒
の
安
全
帯
が
狭
い
。
特

に
雨
に
日
は
、
見
通
し
が

悪
く
、
傘
を
広
げ
て
い
る

の
で
車
両
と
接
触
す
る
危

険
性
が
あ
る
。

 

・
県
道
藤
沢
大
和
自
転
車
道

と
も
交
差
し
て
い
る
。

 

・
県
道
藤
沢
大
和
自
転
車
道

が
通
学
路
と
な
っ
て
い

る
。

 

・
宮
久
保
橋
信
号
の
交

差
点
付
近
の
安
全

帯
の
確
保
。

 

・
宮
久
保
周
辺
は
自
転

車
道
が
生
活
道
路

に
な
っ
て
い
る
た

め
遊
歩
道
な
ど
の

整
備
が
必
要
。

 

①
宮
久
保
橋
を
拡
幅
し
て
ほ

し
い
。

 

①
②
市

 

（
道
路
）

 

①
宮
久
保
橋
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
現
在

予
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交
差
点

付
近
の
歩
道
の
拡
幅
も
予
定
が
あ
り

ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
宮
久
保
橋
信
号
の
交
差
点

付
近
の
安
全
帯
を
確
保
し

て
ほ
し
い
。

 

②
交
差
点
周
辺
の
外
側
線
の
引
き
直
し

を
行
う
こ
と
で
、
安
全
帯
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
県
道
藤
沢
大
和
自
転
車
道

を
拡
幅
し
て
ほ
し
い
。

 

③
④
県

 

③
県
道
藤
沢
大
和
自
転
車
道
の
管
理
者

で
あ
る
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所

東
部
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

 
回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

県
道
藤
沢
大
和
自
転
車
道
沿
道
は
土
地

利
用
が
進
ん
で
お
り
、
現
時
点
で
の
拡
幅

は
困
難
で
す
。

 

④
県
道
藤
沢
大
和
自
転
車
道

の
自
転
車
と
歩
行
者
の
通

行
帯
を
分
離
し
、
宮
久
保

周
辺
に
遊
歩
道
を
整
備
し

て
ほ
し
い
。

 

④
県
道
藤
沢
大
和
自
転
車
道
の
管
理
者

で
あ
る
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所

東
部
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

 
回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

現
状
の
幅
員
で
は
、
県
道
藤
沢
大
和
自
転

車
道
の
自
転
車
と
歩
行
者
の
通
行
ス
ペ
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

4
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
5

1
7
付
近

 

宮
久
保
橋
と
藤
沢
大
和
自
転
車
道

付
近
交
差
点

 

 

事 前
 

 
 

 
 

ー
ス
の
分
離
は
困
難
な
た
め
、
他
の
安
全

対
策
と
し
て
、
注
意
喚
起
の
看
板
設
置
な

ど
を
検
討
し
ま
す
。

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
宮
久
保
橋
が
通
学
路
で
、

生
徒
と
車
両
の
交
差
が

激
し
い
。

 

・
信
号
待
ち
の
安
全
帯
が
狭

い
。

 

 

通
学
路
を
変
更
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
通
学
路
を
変
更

し
た
場
合
、
集
団
登
下
校
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し

い
。

 

市
 

（
学
校
）

 

学
校
に
対
し
て
要
望
の
内
容
を
伝
え
、
検

討
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
学
校
）

 

5
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
3

1
7
付
近

 

道
路

 

 

事 前
 

＜
問
題
点
＞

 

上
和
田
中
学
校
の
西
側
の

道
路
に
路
上
駐
車
が
よ
く

あ
り
、
車
道
に
出
て
よ
け
な

い
と
い
け
な
い
の
が
危
険
。
 

 
 

警
察

 

違
法
駐
車
の
取
締
り
に
つ
い
て
、
所
管
の

大
和
警
察
署
に
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

ア
パ
ー
ト
の
前
に
路
上
駐

車
が
多
く
、
車
道
に
出
て
よ

け
な
い
と
い
け
な
い
。

 

 
違
法
駐
車
の
取
締
り
を
し
て

ほ
し
い
。

 
警
察
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

6
-
1

 
交 通

 

大
和
市
上
和
田

1
7

0
0

-
6
～

1
6

8
8
に
抜
け
上
和
田

2
0

4
1

に
続
く
道

 

   

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
こ
の
道
路
は
谷
戸
頭
地
区

住
民
の
他
に
、
大
和
南
高

校
生
、
水
産
加
工
工
場
の

従
業
員
の
方
た
ち
が
通

学
、
通
勤
の
た
め
に
利
用

し
て
い
る
。

 

・
上
和
田

1
6

8
8
付
近
は

谷
戸
頭
地
区
の
住
宅
内
に

南
方
面
か
ら
出
入
り
す
る

生
活
道
路
で
、
住
民
の
通

勤
車
両
の
他
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
送
迎
車
や
宅
配
便

業
者
な
ど
の
車
両
も
出
入

り
し
て
い
る
た
め
、
特
に

混
み
合
う
。

 

・
道
幅
は
狭
く
、
軽
自
動
車

が
す
れ
違
う
の
に
も
譲

り
合
い
が
必
要
で
あ
る
。

 

・
建
設
会
社
西
側
道
路
は
業

務
用
ト
ラ
ッ
ク
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
、
通
行

が
増
加
し
て
い
る
。

 

・
高
校
生
の
モ
ラ
ル
・

マ
ナ
ー
の
向
上
が

特
に
必
要
だ
と
思

う
。
道
幅
一
杯
に
広

が
っ
て
歩
く
、
自
転

車
も
集
団
で
走
行

す
る
。
二
人
乗
り
も

ま
だ
ま
だ
見
受
け

ら
れ
る
。

 

・
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
る
人
は
お
ら

ず
、
「
人
は
右
、
車

は
左
」
の
対
面
通
行

は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

 

・
今
後
、
こ
の
道
路
の

近
く
で
は
水
産
加

工
工
場
跡
地
の
開

発
工
事
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
工

事
用
車
両
、
従
業
員

の
通
行
増
加
も
考

え
ら
れ
る
の
で

益
々
、
道
路
利
用
に

 

①
運
送
会
社
前
も
含
め
て
こ

の
付
近
の
道
路
全
体
的

に
、
自
転
車
通
行
帯
や
一

時
停
止
線
、
横
断
歩
道
な

ど
道
路
標
示
、
標
識
の
検

討
・
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。
 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
路
線
へ
は
自
転
車
左
側
通
行
の
路
面

標
示
を
、
ま
た
交
差
点
停
止
位
置
へ
は

「
自
転
車
止
ま
れ
」
の
路
面
標
示
を
来

年
度
以
降
行
っ
て
い
き
ま
す
。（
中
期
）
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

①
警
察

 

①
一
時
停
止
線
、
横
断
歩
道
、
標
識
に
つ

い
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
大
和
警

察
署
が
所
管
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
所

管
の
大
和
警
察
署
へ
要
望
し
ま
し
た
。
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動

車
に
対
し
て
モ
ラ
ル
・
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
に
啓
発

運
動
を
し
て
ほ
し
い
。

 

②
市

 

（
道
路
）

 

②
交
通
安
全
教
室
の
実
施
や
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
（
短
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
学
校
に
協
力
を
も
と
め
、

大
和
南
高
校
の
自
転
車
通

学
路
の
見
直
し
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。
新
し
い
通
学

路
と
し
て
は
、
水
産
加
工

工
場
西
南
角
を
左
折
し
て

建
設
会
社
西
側
道
路
に
出

て
走
行
し
て
は
ど
う
か
。

 

③
学
校

 

③
大
和
南
高
校
へ
自
転
車
通
学
路
の
見

直
し
・
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

6
-
1

 
交 通

 

大
和
市
上
和
田

1
7

0
0

-
6
～

1
6

8
8
に
抜
け
上
和
田

2
0

4
1

に
続
く
道

 

   

 

事 前
 

＜
問
題
点
＞

 

・
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
は

歩
行
者
、
自
転
車
が
道
路

い
っ
ぱ
い
に
入
り
乱
れ

て
い
る
。

 

・
自
転
車
は

3
～

4
台
が
並

走
し
、
二
人
乗
り
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド

も
か
な
り
出
し
て
い
る
。

 

・
建
設
会
社
西
側
道
路
と
の

交
差
点
で
は
歩
行
者
、
自

転
車
共
に
左
側
に
行
っ

た
り
、
右
側
に
行
っ
た
り

バ
ラ
バ
ラ
で
、
車
両
と
の

接
触
事
故
が
心
配
さ
れ

る
。

 

・
運
送
会
社
横
の
交
差
点
は

通
学
路
と
し
て
考
え
た

場
合
、
見
直
し
が
必
要
だ

と
思
う
。

 

・
水
産
加
工
工
場
西
側
道
路

の
カ
ー
ブ
付
近
に
駐
停

車
し
て
い
る
車
が
多
く
、

高
校
生
の
帰
り
の
自
転

車
の
通
行
に
支
障
が
あ

る
。

 

益
々
、
道
路
利
用
に

関
し
て
安
全
性
が

求
め
ら
れ
る
。
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

6
-
2

 
交 通

 

大
和
市
上
和
田

2
0

4
1
付
近

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

通
学
時
間
帯
に
、
自
転
車
を

使
用
し
て
い
る
高
校
生
が

多
く
、
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
。
 

＜
問
題
点
＞

 

登
校
す
る
小
学
生
や
歩
行

者
に
危
険
。

 

 
自
転
車
通
行
帯
の
整
備
を
し

て
ほ
し
い
。

 

市
 

（
道
路
）

 

こ
の
路
線
へ
自
転
車
左
側
通
行
の
路
面

標
示
を
来
年
度
以
降
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

6
 

交 通
 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

高
校
生
の
運
転
す
る
自
転

車
が
広
が
っ
て
い
る
、
ス
ピ

ー
ド
も
速
い
、
二
人
乗
り
も

見
ら
れ
危
な
い
。

 

 
自
転
車
通
学
路
を
変
更
し
て

ほ
し
い
。

 
学
校

 

大
和
南
高
校
へ
自
転
車
通
学
路
の
見
直

し
・
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

７
 

交 通 ・ 防 犯
 

谷
戸
頭
・
谷
戸
緑
地
内
を
通
る
山

道
（
緑
の
広
場
９
号
か
ら
大
和
南

高
校
前
ま
で
）

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
以
前
に
比
べ
防
犯
灯
は

L
E

D
化
さ
れ
、
緑
の
広

場
9
号
横
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
た
。
し

か
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
谷

戸
頭
地
区
内
で
実
際
に

2
つ
の
事
件
が
発
生
し

て
か
ら
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

 

・
緑
地
内
は
、
ほ
と
ん
ど
手

入
れ
は
さ
れ
ず
、
道
路
か

ら
5

m
位
迄
の
草
刈
り

は
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

 

・
緑
地
は
大
和
市
の
保

存
林
と
指
定
さ
れ
、

市
は
「
あ
る
が
ま
ま

の
状
態
で
残
す
」
と

言
っ
て
い
る
。
緑
地

内
で
は
以
前
、
悲
し

い
事
件
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

 

・
変
質
者
に
つ
い
て
は

最
近
で
は
ほ
と
ん

ど
聞
か
な
く
な
っ

た
が
、
山
林
近
く
の

道
路
を
車
で
走
っ

て
い
る
の
を
見
か

 

①
洗
車
場
前
の
交
差
点
で
は

道
路
標
示
な
ど
で
注
意
を

喚
起
し
て
ほ
し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
南
北
方
向
の
優
先
道
路
と
の

T
字
路

部
に
、
Ｔ
字
マ
ー
ク
の
路
面
標
示
を
設

置
し
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
交
差
点
の
見
通
し
を
よ
く

し
て
ほ
し
い
。

 

②
市

 

（
土
木
）

 

②
現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
設
置
さ
れ

て
い
た
ミ
ラ
ー
に
曇
り
が
あ
り
、
ま
た

ミ
ラ
ー
が
小
さ
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら

が
事
故
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
、
φ

6
0

0
の
大
き
さ
か
ら
か
ら
φ

8
0

0

の
大
き
さ
に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ミ
ラ
ー
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
低
く
す

る
と
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
と
接
触
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
高
さ
の
変
更
は
で
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

７
 

交 通 ・ 防 犯
 

谷
戸
頭
・
谷
戸
緑
地
内
を
通
る
山

道
（
緑
の
広
場
９
号
か
ら
大
和
南

高
校
前
ま
で
）

 

 

 

 

 

事 前
 

が
、
山
道
内
は
斜
面
の
草

刈
り
し
か
実
施
さ
れ
て

い
な
い
。

 

＜
問
題
点
＞

 

・
大
和
南
高
校
生
が
通
学
に

利
用
し
て
い
る
山
道
で

も
あ
り
、
変
質
者
が
完
全

に
い
な
く
な
っ
た
と
も

思
え
な
い
の
で
、
よ
り
安

全
性
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
。

 

・
細
い
道
で
あ
る
が
最
近
は

自
動
車
の
往
来
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

 

・
洗
車
場
前
の
坂
道
と
の
交

差
点
は
見
通
し
が
悪
く
、

出
会
い
頭
が
危
険
で
あ

る
。

 

け
る
。
平
成

2
0
年

頃
自
治
会
と
し
て

市
と
相
談
し
山
林

内
の
見
通
し
を
良

く
す
る
よ
う
、
青
木

や
シ
ュ
ロ
な
ど
で

手
入
れ
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
最
近
は

倒
木
の
伐
採
木
も

山
積
み
に
し
て
お

く
の
で
身
を
隠
す

場
所
を
提
供
し
て

い
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

 

 
 

き
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

③
山
道
か
ら
山
林
内
が
見
通

せ
る
よ
う
に
雑
草
や
雑
木

な
ど
を
刈
り
取
る
な
ど
し

て
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

 

③
市

 

（
公
園
）

 

③
通
路
側
に
つ
い
て
定
期
的
に
下
草
刈

り
な
ど
の
手
入
れ
、
間
伐
な
ど
の
森
林

管
理
を
行
う
よ
う
管
理
実
施
者
の
（
公

財
）
大
和
市
ス
ポ
ー
ツ
・
よ
か
・
み
ど

り
財
団
に
要
請
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
公
園
）

 

④
夕
方
や
暗
く
な
っ
て
か
ら

の
1
人
歩
き
は
避
け
る
よ

う
呼
び
か
け
を
し
て
ほ
し

い
。

 

④
市

 

（
生
活
）

 

④
不
審
者
出
没
に
つ
い
て
注
意
喚
起
す

る
看
板
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。
（
短

期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

④
学
校

 

④
大
和
南
高
校
へ
登
下
校
時
に
注
意
す

る
よ
う
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
学
校
で

は
通
学
に
利
用
し
て
い
な
い
と
の
回

答
で
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

８
 

交 通
 

大
和
市
上
和
田

1
5

1
8
～

2
1

5
3

付
近

 

 

当 日 追 加
 

＜
現
状
＞

 

県
道
藤
沢
大
和
自
転
車
道

が
通
学
路
に
な
っ
て
お
り
、

自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
危
な
い
。

 

 
警
察
へ
取
締
り
を
し
て
ほ
し

い
。

 
警
察

 

取
締
り
に
つ
い
て
、
所
管
の
大
和
警
察
署

に
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

※
事
前
＝
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
、
当
日
＝
当
日
話
し
合
っ
た
内
容
、
当
日
追
加
＝
当
日
新
た
に
追
加
さ
れ
た
内
容

 

※
当
日
の
話
し
合
い
で
対
象
外
と
し
た
も
の
は
、
灰
色
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

 

※
管
理
者
等
（
市
・
県
の
担
当
課
等
）

 
市
（
都
市
）
＝
都
市
施
設
総
務
課
、
市
（
道
路
）
＝
道
路
安
全
対
策
課
、
市
（
土
木
）
＝
土
木
管
理
課
、
市
（
生
活
）
＝
生
活
あ
ん
し
ん
課
、

 

市
（
学
校
）
＝
学
校
教
育
課
、
市
（
公
園
）
＝
み
ど
り
公
園
課
、
警
察
＝
大
和
警
察
署
、
県
＝
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ
ー

 

 



まちぐるみ安全点検実施後、参加者の方にアンケートにご協力いただきました。

この結果は、今後のまちぐるみ安全点検を改善する際の参考とさせていただきます。

平成28年度まちぐるみ安全点検アンケート結果（桜丘）

短くし

たほう

がよい

4%

今回程

度がよ

い

96%

実施時間について

47

男性

31%

女性

69%

性別について

（３時間）

広報や

まと

5%

その他

95%

まちぐるみ安全点検を

知ったきっかけ

について

３０代

23%

４０代

27%

５０代

12%

６０代

19%

７０代

19%

年代について

※学校・自治会・所属団体等からの連絡

（※）

半日

83%

１日

13%

その他

4%

実施日数について

平日

91%

休日

9%

実施曜日について



・もっと色々な人に声をかけて、話し合いの場にきてほしい。
・早く問題が解決してくれると助かります。
・話し合い自体は大変有意義な時間でした。話し合ったことが無駄にならないよ
   う要望が実現することを願います。
・問題点が共有できることはいいと思います。ただ、命の重さを考えますと大き
　な事故のおきる前に改善してほしいことばかりです。
・大変だけれど何回か討論会を開いた方がよい。

【　貴重なご意見をありがとうございました。　】

ご意見・ご感想（一部抜粋）

48

多すぎ

る

8%

ちょう

ど良い

88%

少なす

ぎる

4%

参加人数について

多すぎ

る

8%

ちょう

ど良い

92%

班人数について

今回の

ような

形で良

い

75%

もっと

工夫が

ほしい

25%

実施内容について



管
理
者
連
絡
先
一
覧

 
～
こ
ん
な
と
き
に
は
、
ど
こ
に
連
絡
？
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
※
詳
し
く
は
、
各
管
理
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

内
 

 
容

 
管

 
理

 者
 

連
 絡

 
先

 

市
道

 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
道
路
照
明
灯
の
設
置

 

大
和
市

 

道
路
安
全
対
策
課

 道
路
整
備
担
当

 
0

4
6

-
2

6
0

-
5

4
0

9
 

外
側
線
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
標
示
や
カ
ラ
ー
舗
装
の
設
置
・
補
修

 

「
ス
ピ
ー
ド
注
意
」「

児
童
に
注
意
」
な
ど
の
看
板
・
警
戒
標
識
の
設
置

 
道
路
安
全
対
策
課

  

交
通
安
全
・
自
転
車
対
策
担
当

 
0

4
6

-
2

6
0

-
5

1
1

8
 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
道
路
照
明
灯
・
看
板
・
警
戒
標
識
の
補
修
・
清
掃

 

土
木
管
理
課

 維
持
補
修
担
当

 
0

4
6

-
2

6
0

-
5

4
1

2
 

道
路
や
側
溝
の
補
修
・
清
掃

 

街
路
樹
の
剪
定

 

垣
根
（
個
人
宅
）
の
剪
定
の
指
導

 
※
道
路
へ
樹
木
の
は
み
出
し
が
あ
る
場
合

 
土
木
管
理
課

 許
認
可
担
当

 
0

4
6

-
2

6
0

-
5

4
0

4
 

市
内

 

公
園
灯
・
時
計
の
設
置

 
み
ど
り
公
園
課

 
公
園
整
備
担
当

 
0

4
6

-
2

6
0

-
5

4
5

0
 

公
園
の
樹
木
の
剪
定
・
公
園
灯
の
補
修
・
維
持
管
理
な
ど

 
み
ど
り
公
園
課

 
公
園
管
理
事
務
所

 
0

4
6

-
2

6
0

-
5

7
8

0
 

自
主
防
犯
活
動
支
援
に
関
す
る
こ
と

 
生
活
あ
ん
し
ん
課

  

防
犯
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当

 
0

4
6

-
2

6
0

-
5

1
6

2
 

防
犯
灯
の
補
修
・
維
持
管
理
な
ど

 

※
設
置
に
関
し
て
は
、
地
域
の
自
治
会
を
通
じ
て
ご
要
望
く
だ
さ
い
。

 

県
道

 
県
道
４
０
号
、
４
５
号
、
５
０
号
、
５
６
号
、
４
５
１
号
に
関
す
る
こ
と

 
神
奈
川
県

 
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所

 

東
部
セ
ン
タ
ー

 
0

4
6

7
-7

9
-
2

8
0

0
（
代
表
）

 
国
道

 
国
道
４
６
７
号
に
関
す
る
こ
と

 

国
道

 
国
道
２
４
６
号
、
大
和
厚
木
バ
イ
パ
ス
に
関
す
る
こ
と

 
国
土
交
通
省

 
横
浜
国
道
事
務
所

 厚
木
出
張
所

 
0

4
6

-
2

2
1

-
0

0
0

4
 

国
道
１
６
号
に
関
す
る
こ
と

 
相
武
国
道
事
務
所

 八
王
子
出
張
所

 
0

4
2

-
6

4
5

-
5

5
6

2
 

指
示
標
示
（
横
断
歩
道
、
停
止
線
な
ど
）・

規
制
標
示
（
駐
車
禁
止
な
ど
）・

規
制
標
識

 

（
一
方
通
行
、
車
両
進
入
禁
止
な
ど
）
の
設
置
・
補
修

 

大
和
警
察
署

 

交
通
課

 交
通
総
務
係

 

【
市
要
望
窓
口
】

 

道
路
安
全
対
策
課

 

交
通
安
全
・
自
転
車
対
策
担
当

 

0
4

6
-2

6
0

-
5

1
1

9
 

0
4

6
-
2

6
1

-
0

1
1

0
（
代
表
）

 
信
号
機
の
設
置
・
補
修

 

一
方
通
行
規
制
、
時
間
帯
侵
入
禁
止
の
指
定

 

不
審
者
な
ど
防
犯
に
関
す
る
こ
と

 
生
活
安
全
課

 防
犯
係
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まちぐるみ安全点検 
点検結果と対応 

 

●文ヶ岡小学校区域● 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和市                      



平成２８年度「まちぐるみ安全点検」目次 
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９．まちぐるみ安全点検アンケート結果       ・・・・３７ 

１０．管理者連絡先一覧               ・・・・３９ 

 

 

 

 

 

 

 

本冊子の取り扱いについて 

 本冊子に記載された内容は、「まちぐるみ安全点検」の事前アンケートと当日

の話し合いで各班からでた意見をまとめたものです。 

そのため、改善策（案）等の内容によりましては、地権者の方の理解や協力、

周辺住民の同意等が必要となり、簡単には実施できないもの、また改善するには

多額の費用や期間を必要とするもの等があり、本冊子の改善策（案）のとおりに

改善が可能なものと、困難なものがあることをご承知おきください。 

実際の改善に当たっては、各班での検討結果を参考に、関係機関と協議を行い、

実施可能なものから順次行ってまいりたいと考えております。 

今後とも「まちぐるみ安全点検」にご理解、ご協力をお願いいたします。 
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平成２８年度大和市まちぐるみ安全点検実施要領 

 

１．目的 

まちの安全・安心を確保するためには、交通安全に配慮した道路などの整備を進

めるとともに、地域全体の自主防犯活動を推進することによる防犯意識の醸成が 

重要な役割を果たします。そこで「まちぐるみ安全点検」は、行政と学校、地域住

民、関連団体の連携により、相互の理解を深め、交通・防犯環境を改善することを

目的とします。 

 

①参加者がそれぞれの視点から交通・防犯環境の問題点を抽出、点検することで、 

地域の交通・防犯環境を把握し、理解する機会を設けます。 

②参加者がそれぞれの立場から何ができるかを話し合い、改善案を検討し、問題点

の改善に向けて取り組みを進めます。 

③地域住民の交通安全・防犯に対する関心を高め、共通認識の形成を図るために、 

点検結果を公表します。 

 

２．点検区域 

●点検区域の選定 

大和市を各小学校区域に分け、毎年２～３小学校区域を選定します。 

原則として交通安全総点検を実施した順に行いますが、交通事故の多い、もしく

は交通安全・防犯等の要望が多い小学校区域で優先的に実施することもあります。 

 

●今年度点検区域 

桜丘小学校区域、文ヶ岡小学校区域 

 

●日程  

  １１月１８日（金）桜  丘小学校区域 会場：コミュニティセンター桜丘会館 

１１月２２日（火）文ヶ岡小学校区域  会場：コミュニティセンター桜森会館 

 

３．参加者 

行政   ・・・神奈川県、大和警察署、大和市 

学校   ・・・保護者、学校教職員 

  地域住民 ・・・応募参加市民（各区域12名程度）  

  関連団体 ・・・自治会、交通安全団体、防犯団体 

（各区域合計４0名程度）  
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４．問題点の抽出・点検（事前準備） 

●問題点の抽出 

参加者に事前アンケートを実施し、問題点（点検箇所）を抽出します。 

●現地点検 

事前アンケートをもとに、市職員が現地を調査、点検します。（現地写真を撮影） 

●点検項目 

 点検項目 具体的内容 

交通安全 

道路・路面の状態 

・交差点（見通し） 

・横断歩道 

・道路標示（停止線など） 

・路面の状況（凹凸・段差） 

施設の状況 
・信号機 ・標識 ・カーブミラー 

・ガードレール ・車止め等 

人・車・自転車の 

相互関係 

・駐停車による影響 

・横断歩道以外の横断状況 

・交通マナー等 

道路と沿道の状況 
・生垣・植栽のはみ出し 

・看板などの障害物等 

防犯 
見通し（死角） ・障害物 ・公園の植栽等 

暗がり ・防犯灯等 

その他 モラル・マナー ・ごみの散乱 ・落書き等 

 

５．改善案の検討 

●点検区域を３～４地区程度に分け、各地区10人前後のグループを編成します。 

●各グループで優先して改善すべき問題点を選定し、その問題点に対して 

「それぞれの立場から何ができるのか」という視点から改善案を検討します。 

＊道路施設の維持補修に関するもので、補修のみで改善が可能なもの（舗装、カーブ

ミラー等の補修）は、管理者の方で別途対応しますので、検討の対象外とします。 

＊当日の話し合いで対象外としたものは、灰色に表示しています。 

 

６．検討結果の発表 

問題点と改善案を発表し、全体で検討結果を共有します。 

 

７．各管理者よりコメント 

 問題点への対応等について示します。 

 

８．点検結果の公表 

  点検結果を整理し、交通安全・防犯対策のための改善に取り組みます。 

また、地域住民の交通安全・防犯に対する関心を高めるため、結果を公表します。 
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１３：００  開会・説明（２０分） 

    ・まちぐるみ安全点検の目的・本日の流れ（１０分） 

・事前説明事項（１０分） 

  

１３：２０  話し合い（１００分） 

・自己紹介・役割決定（５分） 

  ⇒リーダー１名、書記2名、発表者1名を決定。 

※市職員は役割から除く。 

 

:::１３：２５  ・点検内容の共有（１５分） 

 ⇒点検箇所の情報を共有する。（市職員が進行） 

 

:::１３：４０  ・優先して改善すべき点検箇所の抽出（１５分） 

  ⇒点検シートから、優先度の高いものを話し合いで３つ決定。 

   ※全体の点検箇所が少ない場合は、３つに限定しない。 

 

:::１３：５５  ・３つの点検箇所について話し合い（６０分） 

⇒優先度が高い順に改善策を考える。 

⇒点検箇所の現状や問題点を共有し、どういう状況が望ましいか、 

改善するためにそれぞれの立場から何ができるのかを話し合う。 

 

:::１４：５５   休  憩（１０分間） 

 

 

:::１５：０５  ・発表準備（１５分） 

⇒話し合った内容を発表できるようまとめる。 

 

１５：２０  発  表（３０分） 

         ⇒各班１０分を目安に発表する。 

         ⇒危険箇所の所在地、現状、問題点、望ましい姿、改善策（案） 

等を、地図や写真を使いながら発表。 

 

１５：５０  総  評（１０分） 

・交通安全、防犯について（大和警察署） 

・まちぐるみ安全点検について（都市施設総務課） 

 

１６：００   閉  会 

プログラム 
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当日の様子 

１． 開会・説明 （全体） 

 当日の流れや代表的な交通安全対策、防犯灯について、プロジェクター等を使用して説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．話し合い （各班） 

事前アンケートをもとに各班で話し合いを行い、改善策（案）の検討、発表準備を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 発表 （全体）                    ４．総評（全体） 

 各班で話し合った現状・問題点・改善策（案）等の内容を全体    発表の内容やまちぐるみ安全点検 

に向けて発表しました。                     全体について、警察・主催者からの 

総評がありました。 

 

危険箇所について、現地の写真・地図を 

見ながら改善策（案）を話し合いました。 

 

 

３班に分かれ、事前アンケート（各地区の危

険箇所等を事前にご提出いただいたもの）の

内容を共有しました。 

 

地図で点検箇所を示し、プロジェクターで現地の写真を見 

せながら、現状・問題点・改善策案について各班の代表者 

が発表し、参加者全体で点検内容を共有しました。

 

 

 

大和警察署から、発表内容や大和市の

交通安全や防犯の現状について、お話

がありました。 

 

開会の挨拶の後、市職員により、代表的な交通安全対策について説明がありました。 

      

画面拡大 



扇 野 自 治 会 相 模 大 塚 北 自 治 会

桜 森 自 治 会 上 草 柳 西 自 治 会

文 ヶ 岡 小 学 校 文 ヶ 岡 小 学 校 PTA

大和市交通安全母の会連絡協議会 大 和 市 交 通 指 導 員 連 絡 協 議 会

大和市交通安全シルバーリーダー
連 絡 協 議 会

大 和 市 防 犯 協 会

大 和 警 察 署
( 発 表 ・ 総 評 の み 参 加 )

厚 木 土 木 事 務 所
東 部 セ ン タ ー

            参加人数　38名 各班人数
                     　（内訳） 　　　　 　１班　　　　12名
　　 自治会                       4名 　　　　 　２班　　　　11名
　 　学校関係                  15名 　　　　 　３班　　　　11名
　 　交通安全・防犯団体　   5名
　 　行政機関　　　　　　   3名
　 　応募参加者　　　　　   1名 　　　　　※うち市職員（司会・補助）2名、

　　 市職員　　　　　  　  10名 　　　　　　警察2名は話し合いに参加しない

　　　　　　ため、各班人数には含まれない。

　　　       

都 市 施 設 総 務 課 （ 都 市 ） 道 路 安 全 対 策 課 （ 道 路 ）

土 木 管 理 課 あ あ （ 土 木 ） 生 活 あ ん し ん 課 （ 生 活 ）

学 校 教 育 課 あ あ （ 学 校 ） み ど り 公 園 課 あ （ 公 園 ）

生 活 環 境 保 全 課 （ 環 境 ） 収 集 業 務 課 あ あ （ 収 集 ）

大 和 警 察 署 （ 警 察 ）
厚 木 土 木 事 務 所
東 部 セ ン タ ー （ 県 ）

※管理者等名については、以降（）内の標記を使用。

県・国

交 通 安 全 関 連 団 体

行　政　機　関

参　加　団　体　一　覧　表

自  　治  　会

学 　校　 関 　係

防犯関連団体

市

管　理　者　等　一　覧　表
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点検区域全体図・班割り 

対象自治会 

１班 扇野、相模大塚北 

２班 桜森 

３班 上草柳西 

ＰＴＡ 

１班 

２班 

３班 

各班 

２名程度 

１班 

２班 

３班 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

１ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

９ 

８ 

文ヶ岡小学校 

区域 

１班 
 

10 

11 

12 

7 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域
１
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
 

交 通 ・ そ の 他
 

大
和
市
上
草
柳

5
4

4
付
近
雑
木

林
 

  

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
雑
木
林
の
中
に
大
量
の

ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い

る
。

 

・
植
栽
が
道
路
に
は
み
だ

し
て
い
る
。

 

＜
問
題
点
＞

 

雑
木
林
の
中
が
荒
れ
放
題

に
な
っ
て
い
る
。

 

 

①
道
路
へ
は
み
だ
し
て
い
る

植
栽
を
伐
採
し
て
ほ
し

い
。

 

①
②

 

個
人
・
企

業
 

①
剪
定
・
伐
採
な
ど
に
つ
い
て
土
地
所
有

者
に
指
導
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

②
雑
木
林
の
地
主
が
不
明
の

た
め
、
市
役
所
か
ら
連
絡

し
、
雑
木
林
の
ご
み
を
片

付
け
て
ほ
し
い
。

 

②
土
地
所
有
者
を
訪
問
し
、
ご
み
が
投
棄

さ
れ
て
い
る
現
状
を
伝
え
、
該
当
地
の

確
認
、
ご
み
の
処
理
及
び
越
境
し
て
い

る
樹
木
の
剪
定
を
依
頼
し
ま
し
た
。

 

市
で
も
、
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

箇
所
と
し
て
、
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
。
（
長
期
）

 

回
答
：
市
（
環
境
）

 

2
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

4
6

0
付
近
歩
道

の
植
栽
部

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

歩
道
脇
の
植
栽
部
が
雑
草

で
覆
わ
れ
て
い
て
空
き
缶

な
ど
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
。

 

 
 

市
 

（
土
木
）

 

平
成

2
8
年

7
月
に
、
草
刈
り
を
実
施
し

ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域
１
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

3
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

4
6

0
～
大
和
市

上
草
柳

5
0

4
 

段
ボ
ー
ル
工
場
～
座
間
市
と
の
境

  

事 前
 

＜
現
状
＞

 

道
幅
が
狭
く
交
通
量
が
多

い
た
め
歩
行
者
は
大
変
危

険
で
あ
る
。

 

 
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

 

市
 

（
道
路
）

 

道
路
幅
員
が
狭
く
路
側
帯
な
ど
の
新
設
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
視
覚
的
な
効
果
を
目

的
と
し
た
、
路
面
標
示
を
来
年
度
以
降
順

次
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

4
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

5
0

4
～
上
草
柳

3
6

5
付
近

 

大
和
市
と
海
老
名
市
境
の
道
路

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
交
通
マ
ナ
ー
な
ど
の
注

意
喚
起
の
看
板
が
海
老

名
市
側
に
は
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
大
和
市
側

に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。

 

・
混
雑
を
避
け
る
た
め
に

迂
回
す
る
自
動
車
が
多

い
。

 

＜
問
題
点
＞

 

道
路
幅
が
狭
く
交
通
量
が

多
い
た
め
歩
行
者
は
大
変

危
険
で
あ
る
。

 

 

①
注
意
喚
起
の
看
板
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
注
意
喚
起

の
看
板
の
設
置
で
き
る
箇
所
が
な
い
た

め
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
時
間
帯
に
よ
る
一
方
通

行
な
ど
の
交
通
規
制
を

し
て
ほ
し
い
。

 

②
警
察

 

②
一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
に
関
し
ま

し
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
警
察
署

が
所
管
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
通
行
に
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

住
民
の
生
活
に
影
響
す
る
の
で
、
地
域

住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長
名

で
大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域
１
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

5
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

4
8

3
付
近
交
差

点
 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

見
通
し
が
悪
い
た
め
自
動

車
に
よ
る
事
故
多
発
。

 

 
道
路
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

市
 

（
道
路
）

 

交
差
点
な
ど
の
通
行
は
、
目
視
に
よ
る
安

全
確
認
が
原
則
で
あ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

は
目
視
確
認
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

 

ご
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て
、
現
地
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
北
側
に
つ
き
ま
し
て
は
、

隅
切
り
は
あ
る
も
の
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
壁
が

あ
り
見
通
し
が
悪
い
た
め
、
現
在
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

南
側
に
つ
き
ま
し
て
は
、
隅
切
り
が
あ
り
、

目
視
に
よ
る
確
認
が
可
能
で
あ
る
た
め
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
設
置
し
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

6
 

防 犯 ・ 交 通
 

大
和
市
上
草
柳

4
5

9
～
上
草
柳

4
8

3
付
近
道
路

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
当
該
道
路
に
防
犯
灯
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

 

・
舗
装
の
破
損
箇
所
あ
り
。
 

・
道
幅
が
狭
く
交
通
量
が

多
い
た
め
歩
行
者
は
、

大
変
危
険
で
あ
る
。

 

＜
問
題
点
＞

 

混
雑
を
避
け
る
た
め
迂
回

す
る
自
動
車
が
多
い
。
道

路
幅
が
狭
く
交
通
量
が
多

い
た
め
歩
行
者
は
大
変
危

険
で
あ
る
。

 

 

①
舗
装
を
直
し
て
ほ
し
い
。

 
①
市

 

（
土
木
）

 

①
対
象
個
所
の
補
修
に
つ
い
て
は
平
成

2
8
年

9
月
に
舗
装
打
替
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

②
防
犯
灯
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

②
市

 

（
生
活
）

 

②
本
件
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
末
ま

で
に
防
犯
灯
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

（
短
期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

③
時
間
帯
に
よ
る
一
方
通
行

な
ど
の
交
通
規
制
を
し
て

ほ
し
い
。

 

③
警
察

 

③
一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
に
関
し
ま

し
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
大
和
警

察
署
が
所
管
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
通
行
に
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

住
民
の
生
活
に
影
響
す
る
の
で
、
地
域

住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長
名

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域
１
班

 

11 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

6
 

防 犯 ・ 交 通
 

大
和
市
上
草
柳

4
5

9
～
上
草
柳

4
8

3
付
近
道
路

 

事 前
 

 

 
 

 

で
大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

7
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

4
6

0
 

段
ボ
ー
ル
工
場
付
近
の
交
差
点

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

降
雨
時
に
水
が
溜
ま
り
道

路
横
断
が
困
難
。

 

 
 

市
 

（
土
木
）

 

平
成
２
９
年

1
月
末
時
点
で
は
、
小
雨
が

多
く
、
水
溜
ま
り
状
況
を
確
認
で
き
て
い

な
い
た
め
、
引
き
続
き
経
過
観
察
を
行
い

ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

8
 

交 通
 

大
和
市
桜
森
３
丁
目
付
近

 

文
ヶ
岡
小
学
校
正
門
前
道
路

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

子
供
が
多
く
歩
く
道
で
あ

る
が
、
自
動
車
の
抜
け
道

に
な
っ
て
い
る
。

 

 
周
辺
道
路
や
交
差
点
の
凹
凸

塗
装
し
て
ほ
し
い
。

 

市
 

（
道
路
）

 

道
路
や
交
差
点
内
の
凹
凸
塗
装
に
つ
き
ま

し
て
は
、
騒
音
や
振
動
が
発
生
す
る
た
め

住
宅
街
で
は
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。

 

正
門
前
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
、
視
覚
的

な
効
果
を
目
的
と
し
た
路
面
標
示
を
来
年

度
以
降
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域
１
班

 

12 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

９
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

3
5

0
付
近

 

分
譲
住
宅
内
道
路

 

 

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

【
分
譲
住
宅
内
】

 

・
若
い
世
帯
が
多
い
た
め
、

住
宅
地
内
の
道
路
で
は

幼
児
や
児
童
が
日
常
的

に
遊
ん
で
い
る
。

 

・
止
ま
れ
の
標
識
な
し
。

 

・
速
度
規
制
標
識
な
し
。

 

・
見
通
し
の
悪
い
十
字
路

あ
り
。

 

・
住
宅
地
周
辺
に
、
日
常
的

に
渋
滞
が
発
生
す
る
。

 

＜
問
題
点
＞

 

・
比
較
的
大
き
な
道
路
が

あ
る
た
め
、
渋
滞
の
抜

け
道
と
し
て
、
時
間
帯

を
問
わ
ず
住
宅
内
の
道

路
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。

 

・
抜
け
道
と
し
て
使
用
し

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
通
行
速
度
が
早
く
、

安
全
確
認
が
甘
い
。
中

に
は
、
5

0
㎞
近
い
速
度

で
走
る
悪
質
な
ド
ラ
イ

バ
ー
も
い
る
。

 

こ
の
ま
ま
で
は
、
近
い

将
来
「
自
動
車
と
人
」

の
重
大
事
故
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
る
。

 

①
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
意
識
づ

け
と
し
て
幼
児
や
児
童
が

多
い
と
い
う
注
意
喚
起
の

看
板
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
注
意
喚
起
の
看
板
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
設
置
で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。

（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
止
ま
れ
、
速
度
規
制
、
徐

行
の
標
識
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

 

②
③

 

警
察

 

②
止
ま
れ
、
速
度
規
制
、
徐
行
の
標
識
に

つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る

大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
所
管
の
大
和
警
察
署
へ
要
望
し
ま

し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
ド
ラ
イ
バ
ー
の
危
険
運
転

を
防
止
す
る
た
め
、
警
察

に
よ
る
取
締
ま
り
を
実
施

し
て
ほ
し
い
。

 

③
取
締
り
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
大
和
警

察
署
へ
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域
１
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

９
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

3
5

0
付
近

 

分
譲
住
宅
地
内
道
路

 

 

事 前
 

・
住
宅
内
で

3
度
の
交
通

事
故
（
自
動
車
対
自
動

車
）
が
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
事
故
に
至
ら
な
い

ま
で
も
、
自
動
車
と
人

（
特
に
子
ど
も
）
の
接

触
未
遂
の
事
故
に
な
ら

な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
が

問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

 

 

④
時
間
帯
に
よ
る
通
行
禁
止

な
ど
の
交
通
規
制
を
実
施

し
て
ほ
し
い
。

 

④
警
察

 

④
時
間
指
定
の
通
行
禁
止
な
ど
の
交
通
規

制
に
関
し
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で

あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
い
ま

す
。

 

時
間
指
定
の
通
行
禁
止
に
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
住
民
の
生
活
に
影
響
す

る
の
で
、
地
域
住
民
の
総
意
を
も
っ
て

自
治
会
長
名
で
大
和
警
察
署
へ
要
望

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

⑤
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

 

⑤
市

 

（
学
校
）

 

⑤
ご
要
望
の
箇
所
は
通
学
路
に
指
定
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
の
路
面
標
示
は
出
来
か
ね
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

⑤
通
学
路
は
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
指
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
箇
所
の
通
学

路
の
指
定
に
つ
い
て
、
学
校
に
対
し
て

ご
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。

 

回
答
：
市
（
学
校
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域
１
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

９
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

3
5

0
付
近

 

分
譲
住
宅
地
内
道
路

 

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
通
り
抜
け
の
自
動
車
が

多
い
。

 

・
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い

る
た
め
危
険
。

 

 

①
ゾ
ー
ン

3
0
の
指
定
を
し

て
ほ
し
い
。

 

①
②

 

警
察

 

①
３
０
キ
ロ
ゾ
ー
ン
の
指
定
な
ど
速
度
制

限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で

あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長

名
で
大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
標
識
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

②
止
ま
れ
、
速
度
規
制
、
徐
行
の
標
識
に

つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る

大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
大
和
警
察
署
へ
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

1
0

 
交 通

 

大
和
市
桜
森

3
-
9
付
近
交
差
点

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

桜
森
わ
い
わ
い
公
園
側
か

ら
横
断
歩
道
を
渡
ら
ず
に

道
路
を
渡
る
子
供
が
多

く
、
事
故
が
多
い
。

 

 

わ
い
わ
い
公
園
前
の
無
理
な

横
断
は
し
な
い
よ
う
に
学
校

か
ら
の
声
か
け
な
ど
し
て
ほ

し
い
。

 

市
 

（
学
校
）

 

学
校
に
対
し
て
、
児
童
が
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
「
学
ぶ
」

「
体
験
す
る
」
機
会
の
充
実
を
図
る
よ
う

依
頼
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
学
校
）

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
横
断
歩
道
の
な
い
場
所

を
横
断
す
る
。

 

・
バ
イ
ク
屋
が
歩
道
に
バ

イ
ク
を
並
べ
て
お
り
、

歩
道
を
塞
い
で
い
る
。

 

・
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注

意
喚
起
の
看
板
を

設
置
す
る
。

 

・
路
面
標
示
を
す
る
。

 

・
学
校
か
ら
注
意
す

 

る
。

 

①
桜
森

3
-
8

-
1

8
近
辺
の

道
路
に
路
面
標
示
し
て
ほ

し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
運
転
者
へ
の
注
意
喚
起
を
目
的
と
し

た
、
路
面
標
示
を
来
年
度
以
降
順
次
行

っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域
１
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
0

 
交 通

 

大
和
市
桜
森

3
-
9
付
近
交
差
点

 

 

当 日
 

 
 

②
バ
イ
ク
屋
に
対
し
歩
道
に

バ
イ
ク
を
並
べ
な
い
よ
う

市
か
ら
指
導
し
て
ほ
し

い
。

 

②
市

 

（
土
木
）

 

②
歩
道
上
に
バ
イ
ク
を
並
べ
る
こ
と
は
大

変
危
険
な
た
め
、
所
有
者
に
対
し
て
指

導
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

③
学
校
か
ら
注
意
し
て
ほ
し

い
。

 

③
市

 

（
学
校
）

 

③
学
校
に
対
し
て
、
児
童
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な

「
学
ぶ
」
「
体
験
す
る
」
機
会
の
充
実

を
図
る
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
学
校
）

 

1
1

 
交 通

 

大
和
市
桜
森

3
-
5
付
近
信
号

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

信
用
金
庫
前
の
横
断
歩
道

の
信
号
が
変
わ
る
時
間
が

早
い
。
登
校
時
、
渡
り
き
れ

な
い
児
童
が
い
る
。

 

 
横
断
歩
道
の
青
信
号
を
長
く

し
て
ほ
し
い
。

 
警
察

 

信
号
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者

で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
横
断
時
の
時
間
を
延
ば
す
こ
と

を
、
所
管
の
大
和
警
察
署
へ
要
望
し
ま
し

た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

朝
、
信
用
金
庫
前
の
信
号

の
時
間
が
短
く
、
渡
り
き

れ
な
い
。

 

 

朝
の
登
校
時
間
だ
け
青
信
号

の
点
灯
時
間
を
長
く
し
て
ほ

し
い
。
（

7
：

4
0
～

8
：

0
5

の
間
）

 

警
察

 

信
号
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者

で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
横
断
時
の
時
間
を
延
ば
す
こ
と

を
、
大
和
警
察
署
へ
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

1
2

 

そ の 他 ・ 防 犯
 

大
和
市
桜
森

3
-
1

1
付
近

 

大
和
市
桜
森
い
こ
い
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク

 

 

事 前
 

＜
問
題
点
＞

 

・
以
前
か
ら
、
不
法
投
棄
が

多
く
、
常
に
ゴ
ミ
が
捨

て
ら
れ
て
い
る
状
態
。

 

・
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
の
分

別
が
で
き
て
い
な
い
物

 

 

①
防
犯
灯
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

①
市

 

（
生
活
）

 

①
ご
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て
夜
間
に
現
地

を
調
査
い
た
し
ま
し
た
が
、
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
内
に
照
明
灯
が
設
置
さ
れ
一
定

の
照
度
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

新
た
な
防
犯
灯
の
設
置
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
（
長
期
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

１
２

 

そ の 他 ・ 防 犯
 

大
和
市
桜
森

3
-
1

1
付
近

 

大
和
市
桜
森
い
こ
い
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク

 

  

 

事 前
 

 
が
多
い
。

 

・
夜
は
暗
く
、
人
通
り
も
少

な
い
。

 

 

 
 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

②
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

 

②
市

 

（
生
活
）

 

②
市
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
警
察
か
ら

の
情
報
を
基
に
、
犯
罪
が
多
発
す
る
犯

罪
発
生
危
険
箇
所
や
不
審
者
出
没
箇
所

な
ど
に
、
街
頭
犯
罪
防
止
を
目
的
と
し

て
設
置
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

 

不
法
投
棄
抑
止
や
ご
み
の
分
別
の
適

正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
カ

メ
ラ
設
置
は
目
的
外
の
た
め
、
現
時
点

で
設
置
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
長

期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

③
不
法
投
棄
の
取
締
り
を
し

て
ほ
し
い
。

 

③
④
市

 

（
公
園
）

 

③
公
園
内
へ
の
不
法
投
棄
に
つ
き
ま
し
て

は
、
巡
回
警
備
な
ど
を
強
化
す
る
こ
と

で
対
応
い
た
し
ま
す
。
（
短
期
）

 

回
答
：
市
（
公
園
）

 

④
照
明
灯
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

④
照
明
灯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
園
内

灯
が
あ
り
ま
す
の
で
新
た
な
設
置
予
定

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
公
園
）

 

⑤
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
を
分
別

す
る
よ
う
に
指
導
し
て
ほ

し
い
。

 

⑤
市

 

（
収
集
）

 

⑤
啓
発
看
板
・
警
告
看
板
を
掲
示
す
る
対

策
が
行
え
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
、
看
板
の
設
置

な
ど
は
各
自
治
会
が
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
2

 

そ の 他 ・ 防 犯
 

大
和
市
桜
森

3
-
1

1
付
近

 

大
和
市
桜
森
い
こ
い
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク

 

 

事 前
 

 
 

 
 

ョ
ン
を
管
理
す
る
自
治
会
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
看
板
（
Ａ
３
カ
ラ

ー
。
ラ
ミ
ネ
ー
ト
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
は

市
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
対
応
す

る
内
容
で
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
の
で
、
収
集
業
務
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

ま
た
、
市
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
不
法
投

棄
が
な
く
な
ら
な
い
場
合
は
、
自
治
会

内
で
ご
検
討
い
た
だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
移
設
や
廃
止
を
す

る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
収
集
）

 

※
事
前
＝
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
、
当
日
＝
当
日
話
し
合
っ
た
内
容
、
当
日
追
加
＝
当
日
新
た
に
追
加
さ
れ
た
内
容

 

※
当
日
の
話
し
合
い
で
対
象
外
と
し
た
も
の
は
、
灰
色
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

 

※
管
理
者
等
（
市
・
県
の
担
当
課
等
）

 
市
（
都
市
）
＝
都
市
施
設
総
務
課
、
市
（
道
路
）
＝
道
路
安
全
対
策
課
、
市
（
土
木
）
＝
土
木
管
理
課
、
市
（
生
活
）
＝
生
活
あ
ん
し
ん
課
、

 

市
（
学
校
）
＝
学
校
教
育
課
、
市
（
公
園
）
＝
み
ど
り
公
園
課
、
市
（
環
境
）
＝
生
活
環
境
保
全
課
、
市
（
収
集
）
＝
収
集
業
務
課
、

 

警
察
＝
大
和
警
察
署
、
県
＝
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ
ー

 

 



                                     

２
 

３
 

１
 

４
 

文
ヶ
岡
小
学
校

 

区
域

 

２
班

 
 

５
 

８
 

９
 

６
 

７
 

18 
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
 

防 犯
 

大
和
市
桜
森
2
−
8
−
1
5
付
近

 

コ
ン
ビ
ニ

 

 

 

 

           

事 前
 

 
 

駅
前
の
コ
ン
ビ
ニ
付
近
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

市
 

（
生
活
）

 

ご
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
既
に
駅
前

に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
新
設
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 

な
お
今
回
の
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
カ
メ
ラ
設
置
箇
所
選
定
の
際
の
検
討

材
料
と
い
た
し
ま
す
。
（
長
期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
外
国
人
が
多
い
。

 

・
木
が
茂
っ
て
い
て
見
通

し
が
悪
い
季
節
が
あ

る
。

 

・
現
状
で
は
、
相
模
大
塚
駅

か
ら
コ
ン
ビ
ニ
の
方
に

1
台
、
コ
ン
ビ
ニ
の
屋

根
の
角
に

1
台
設
置
済

み
。

 

 

防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
看

板
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

市
 

（
生
活
）

 

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
が
作
動
中
で
あ
る
こ
と

を
告
知
す
る
看
板
の
設
置
を
検
討
し
ま

す
。
（
短
期
）

 

回
答
：
市
（
生
活
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域

2
班

 

20 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

2
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

2
-
1

4
-
1

0
付
近

 

工
場
前
踏
切

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

使
用
し
な
い
「
踏
切
」
に
つ

い
て
。

 

 
 

国
 

要
望
内
容
が
不
明
の
た
め
、
ま
ち
ぐ
る
み

安
全
点
検
当
日
に
確
認
し
、
下
記
の
要
望

と
な
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
踏
切
を
一
時
停
止
し
な

い
で
通
過
す
る
車
両
が

多
い
。

 

・
厚
木
基
地
に
向
か
う
引

き
込
み
線
は
、
草
が
す

ご
く
生
え
て
お
り
、
使

用
さ
れ
て
い
な
い
が
、

踏
切
前
で
一
時
停
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

・
引
き
込
み
線
の
撤

去
。

 

・
一
時
停
止
の
規
制
の

解
除
。

 

一
時
停
止
の
規
制
解
除
し
て

ほ
し
い
。
無
理
で
あ
る
な
ら

ば
、
通
行
す
る
車
両
が
一
時

停
止
す
る
よ
う
対
策
を
し
て

ほ
し
い
。

 

警
察

 

一
時
停
止
な
ど
の
規
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
大
和
警
察
署
が

所
管
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
和
警
察
署

へ
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

3
 

交 通
 

相
模
大
塚
駅
前
信
号

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

時
差
式
信
号
機
に
つ
い
て

 
 

 
警
察

 

要
望
内
容
が
不
明
の
た
め
、
ま
ち
ぐ
る
み

安
全
点
検
当
日
に
確
認
し
、
下
記
の
要
望

と
な
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

3
 

交 通
 

相
模
大
塚
駅
前
信
号

 

 

 

 

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
時
差
式
信
号
の
た
め
、
県

道
横
浜
厚
木
線
を
斜
め

横
断
す
る
者
が
多
い
。

 

・
電
柱
が
県
道
横
浜
厚
木

線
の
歩
道
部
の
真
ん
中

に
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
歩
き
に
く
い
。

 

・
集
団
登
校
の
子
供
の
列

が
渡
り
切
れ
な
い
。

 

 

①
７
：
３
０
～
８
：
３
０
の

間
だ
け
で
も
青
信
号
の
時

間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
。

 

①
警
察

 

①
信
号
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管
理

者
で
あ
る
警
察
署
が
所
管
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
横
断
時
の
時
間
を
延
ば
す
こ

と
を
、
大
和
警
察
署
へ
要
望
し
ま
し
た
。
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
県
道
横
浜
厚
木
線
に
横
断

防
止
柵
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

②
③
県

 

②
③
県
道
横
浜
厚
木
線
の
管
理
者
で
あ
る

神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ

ン
タ
ー
へ
要
望
と
こ
ろ
、
次
の
と
お

り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

②
歩
道
の
出
入
り
口
部
（
切
下
部
）
に
は
、

横
断
防
止
柵
を
設
置
で
き
な
い
た
め
、

こ
の
部
分
か
ら
斜
め
横
断
す
る
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
他
の
安
全
対

策
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

③
電
柱
移
設
の
検
討
を
電
柱
所
有
者
に
要

請
し
ま
す
。

 

③
電
柱
を
移
動
し
て
ほ
し

い
。

 

4
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

2
-
2
付
近

 

緑
野
橋

 

 
事 前

 

＜
現
状
＞

 

緑
野
橋
両
側
の
歩
道
が
狭

い
。

 

 
 

県
 

要
望
内
容
に
つ
い
て
不
明
の
た
め
、
ま
ち

ぐ
る
み
安
全
点
検
当
日
に
確
認
し
、
下
記

の
要
望
と
な
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

4
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

2
-
2
付
近

 

緑
野
橋

 

 

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
と
に
か
く
歩
道
が
狭
い
。
 

・
す
れ
違
い
が
で
き
な
い

し
、
危
な
い
。

 

 
緑
野
橋
の
歩
道
拡
幅
を
し
て

ほ
し
い
。

 
県

 

管
理
者
で
あ
る
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務

所
東
部
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

緑
野
橋
の
歩
道
が
狭
い
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
ま
す
が
、
多
大
な
費
用
と
時
間
を

必
要
と
す
る
拡
幅
整
備
を
早
期
に
実
現

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

 

５
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

2
丁
目
付
近

 

大
和
市
桜
森
い
こ
な
ー
ど
内

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

防
犯
カ
メ
ラ
が
あ
る
が
、
樹

木
に
よ
り
一
部
死
角
が
で

き
る
。

 

 
植
木
、
枝
の
剪
定
を
し
て
ほ

し
い
。

 

市
 

（
土
木
）

 

当
該
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成

2
8
年

6
月
に
剪
定
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

6
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

2
丁
目
付
近

 

大
和
市
桜
森
い
こ
な
ー
ど
付
近

 

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
道
幅
が
狭
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
も
通
る

交
通
量
の
多
い
道
で
あ

る
。

 

・
厚
木
基
地
に
向
か
う
引

き
込
み
線
が
あ
る
。

 

・
自
動
車
は
、
停
止
線
で
止

ま
ら
ず
、
先
の
引
き
込
み

線
の
手
前
で
減
速
す
る

た
め
、
常
に
歩
行
者
の
横

断
が
危
険
で
あ
り
、
今
ま

で
に
何
度
も
交
通
事
故

が
起
き
て
い
る
。

 

・
交
差
点
部
の
遮
音
壁
は

透
明
の
板
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
東
名
高
速
道

路
内
の
植
栽
が
伸
び
て

い
る
た
め
、
見
通
し
が
悪

い
。

 

＜
問
題
点
＞

 

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
大
型
車
が

通
る
所
な
の
で
、
信
号
機
の

設
置
を
毎
年
要
望
し
て
い

る
が
、
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。

 

 

①
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の

設
置
を
し
て
ほ
し
い
。

 
①
警
察

 

①
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
交
通
管

理
者
で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
所
管
の
大
和
警
察
署

へ
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
東
名
高
速
道
路
内
の
植
栽

の
刈
込
を
し
て
ほ
し
い
。

 

②
 

個
人
・
企

業
 

②
東
名
高
速
道
路
の
管
理
者
で
あ
る
、
中

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
横
浜
支
社
横

浜
保
全
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
要
望

し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
中
日
本
高
速
道
路
回
答
＞

 

平
成
２
９
年
３
月
に
刈
り
込
み
を
し
ま
し

た
。
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

7
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

2
-
6

-
1
付
近

 

県
道
横
浜
厚
木
線

 

 

当 日 追 加
 

＜
現
状
＞

 

歩
道
上
に
電
柱
が
あ
り
歩

き
に
く
い
。

 

 
電
柱
の
移
設
を
行
っ
て
ほ
し

い
。

 
県

 

管
理
者
で
あ
る
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務

所
東
部
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
都
市
）

 

＜
県
回
答
＞

 

電
柱
移
設
の
検
討
を
電
柱
所
有
者
に
要
請

し
ま
す
。

 

8
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

2
-
8
付
近

 

駐
車
場

 

 

当 日 追 加
 

＜
現
状
＞

 

駐
車
し
て
い
る
自
動
車
の

一
部
が
車
道
に
飛
び
出
し

て
い
る
。

 

 

タ
イ
ヤ
止
め
の
位
置
を
直
し

て
自
動
車
が
車
道
に
飛
び
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

 

個
人
・
企

業
 

駐
車
場
の
所
有
者
に
指
導
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

9
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

2
-
2
～
桜
森

2
-
2

6

付
近

 

県
道
横
浜
厚
木
線

 

 

当 日 追 加
 

＜
現
状
＞

 

緑
野
橋
付
近
と
相
模
大
塚

の
信
号
付
近
に
「
自
転
車
及

び
歩
行
者
専
用
」
の
標
識
が

あ
る
が
、
そ
の
間
に
当
該
標

識
が
な
い
。

 

 

「
自
転
車
及
び
歩
行
者
専

用
」
の
標
識
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

 

警
察

 

交
通
管
理
者
で
あ
る
警
察
署
が
所
管
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
大
和
警
察
署
へ
要
望
し

ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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※
事
前
＝
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
、
当
日
＝
当
日
話
し
合
っ
た
内
容
、
当
日
追
加
＝
当
日
新
た
に
追
加
さ
れ
た
内
容

 

※
当
日
の
話
し
合
い
で
対
象
外
と
し
た
も
の
は
、
灰
色
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

 

※
管
理
者
等
（
市
・
県
の
担
当
課
等
）

 
市
（
都
市
）
＝
都
市
施
設
総
務
課
、
市
（
道
路
）
＝
道
路
安
全
対
策
課
、
市
（
土
木
）
＝
土
木
管
理
課
、
市
（
生
活
）
＝
生
活
あ
ん
し
ん
課
、

 

市
（
学
校
）
＝
学
校
教
育
課
、
市
（
公
園
）
＝
み
ど
り
公
園
課
、
市
（
環
境
）
＝
生
活
環
境
保
全
課
、
市
（
収
集
）
＝
収
集
業
務
課
、

 

警
察
＝
大
和
警
察
署
、
県
＝
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ
ー
、
国
＝
防
衛
省

 

  



                                  

２
 

１
 

3
-2

 
８

 

７
 

４
 

文
ヶ
岡
小
学
校

 

区
域

 

３
班

 
 

3
-1

 

5
 

６
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

1
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

7
2

9
付
近

 

上
草
柳

2
号
橋
の
横
断
歩
道

 

つ
り
掘
り
の
近
く

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
自
転

車
で
鶴
間
方
面
か
ら
桜

森
方
面
へ
行
く
時
、
フ

ェ
ン
ス
や
草
で
見
通
し

が
悪
く
、
横
断
歩
道
を

渡
ろ
う
と
し
て
い
る
人

が
見
え
な
い
た
め
、
事

故
の
危
険
性
が
あ
る
。

 

・
雑
草
が
伸
び
て
見
通
し

を
妨
げ
て
い
る
。

 

 
雑
草
が
生
え
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

 

市
 

（
土
木
）

 

現
地
を
確
認
し
、
防
草
シ
ー
ト
な
ど
の
設

置
が
可
能
で
あ
る
か
検
討
い
た
し
ま
す
。

（
長
期
）

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

2
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
7

6
1
～
上
草

柳
1

8
5

-
1

5
間
の
道
路

 

 

  

事 前
 

＜
現
状
＞

 

ア
パ
ー
ト
～
工
場
～
商
店

間
、
通
学
路
で
あ
り
自
動

車
の
通
行
も
比
較
的
多
く

あ
る
が
、
路
側
帯
が
消
え

て
い
る
。

 

ア
パ
ー
ト
付
近
の
道
路
は

路
側
帯
が
無
い
。

 

＜
問
題
点
＞

 

登
校
・
下
校
時
に
歩
行
者

と
自
動
車
の
事
故
が
懸
念

さ
れ
る
。

 

 

①
工
場
～
商
店
間
の
道
路
の

路
側
帯
を
補
修
し
て
ほ
し

い
。

 

①
～
③

 

市
 

（
道
路
）

 

①
路
側
帯
の
復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来

年
度
以
降
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。（
中

期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
ア
パ
ー
ト
～
工
場
間
の
片

側
に
路
側
帯
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

 

②
警
察
と
協
議
を
行
っ
た
の
ち
、
来
年
度

以
降
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
ア
パ
ー
ト
～
商
店
間
の
道

路
片
側
に
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

③
区
画
線
に
て
路
側
帯
を
設
置
し
た
の

ち
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
区
間
を
順
次

カ
ラ
ー
舗
装
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。（
中

期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

2
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
7

6
1
～
上
草

柳
1

8
5

-
1

5
間
の
道
路

 

 

事 前
 

 
 

④
T
字
、
路
側
帯
な
ど
の
標

示
が
消
え
か
か
っ
て
い
る

個
所
が
有
る
の
で
塗
装
し

て
ほ
し
い
。

 

④
市

 

（
道
路
）

 

④
T
字
、
路
側
帯
な
ど
の
路
面
標
示
の
復

旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
以
降
順

次
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

⑤
一
時
停
止
線
、
止
ま
れ
、

横
断
歩
道
、
ダ
イ
ヤ
マ
ー

ク
な
ど
の
標
示
が
消
え
か

か
っ
て
い
る
個
所
が
有
る

の
で
塗
装
し
て
ほ
し
い
。

 

⑤
警
察

 

⑤
一
時
停
止
線
、
止
ま
れ
、
横
断
歩
道
、

ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
標
示
に
つ
い
て
は
、
交

通
管
理
者
で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
所
管
の
大
和
警

察
署
へ
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

3
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
7

5
～
上
草
柳

1
7

6
付
近

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

厚
木
街
道
か
ら
斜
め
に
入

る
道
路
が
裏
道
に
な
っ
て

お
り
、
減
速
せ
ず
に
通
過
す

る
自
動
車
が
多
い
。

 

＜
問
題
点
＞

 

学
校
へ
通
う
児
童
や
、
歩
行

者
、
自
転
車
が
危
険
で
あ

る
。

 

 

①
道
路
に
赤
く
、
広
範
囲
に

塗
装
を
し
て
ほ
し
い
。

 

①
②
市

 

（
道
路
）

 

①
交
差
点
内
の
カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
い
て

は
、
順
次
行
い
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
道
路
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
標
示
を
し
て
ほ
し
い
。

 

②
通
学
路
と
わ
か
る
よ
う
、
「
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
」
や
「
速
度
落
と
せ
」
の
路
面

標
示
な
ど
を
順
次
設
置
し
て
、
運
転
者

へ
注
意
喚
起
を
促
し
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
ゾ
ー
ン

3
0
に
指
定
し
、

速
度
を
制
限
す
る
標
識
な

ど
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

③
警
察

 

③
3

0
キ
ロ
ゾ
ー
ン
の
指
定
な
ど
速
度
制

限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で

あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
お
り
ま

す
。

 

地
域
住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会

長
名
で
大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

3
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
7

5
～
上
草
柳

1
7

6
付
近

 

 

 

 

 

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
裏
道
に
な
っ
て
お
り
減

速
せ
ず
に
通
過
す
る
自

動
車
が
多
い
。

 

・
下
校
時
特
に
危
な
い
。

 

 

①
道
路
に
赤
く
、
広
範
囲
に

塗
装
を
し
て
ほ
し
い
。

 

①
②
市

 

（
道
路
）

 

①
交
差
点
内
の
カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
い
て

は
、
順
次
行
い
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
道
路
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
標
示
を
し
て
ほ
し
い
。

 

②
通
学
路
と
わ
か
る
よ
う
、
「
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
」
や
「
速
度
落
と
せ
」
の
路
面

標
示
な
ど
を
順
次
設
置
し
て
、
運
転
者

へ
注
意
喚
起
を
促
し
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
見
え
や

す
く
し
て
ほ
し
い
。

 

③
市

 

（
土
木
）

 

③
周
辺
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
確
認
し
ま
し

た
が
、
方
向
不
良
な
ど
の
異
常
は
見
つ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
自
動
車
同
士
の
安

全
確
認
の
た
め
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

歩
行
者
か
ら
は
見
え
に
く
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、
異
常
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

④
ゾ
ー
ン

3
0
に
指
定
し
、

速
度
を
制
限
す
る
標
識
な

ど
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

④
警
察

 

④
3

0
キ
ロ
ゾ
ー
ン
の
指
定
な
ど
速
度
制

限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で

あ
る
警
察
署
が
所
管
し
て
お
り
、
地
域

住
民
の
総
意
を
も
っ
て
自
治
会
長
名
で

大
和
警
察
署
へ
要
望
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）
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岡
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

4
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
7

5
付
近
道
路

  

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
が
消
え

か
か
っ
て
い
る
。

 

・
止
ま
れ
の
標
示
が
消
え

て
い
る
。

 

 

ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
や
止
ま
れ
の

標
示
を
再
塗
装
し
て
ほ
し

い
。

 

警
察

 

ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
や
止
ま
れ
の
標
示
の
塗
り

直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管
理
者
で

あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
所
管
の
大
和
警
察
署
へ
要
望
し
ま

し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

5
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
8

6
付
近
交
差

点
 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
信
号
・
横
断
歩
道
は
あ
る

が
、
待
機
場
所
が
狭
く
巻

き
込
み
事
故
の
危
険
が

あ
る
。

 

・
横
断
歩
道
が
薄
れ
て
い

る
。

 

・
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育
園
も

近
い
た
め
危
険
。

 

・
待
機
場
所
が
狭
く
、
巻
き

込
み
事
故
の
危
険
が
あ

る
。

 

・
見
通
し
（
死
角
）
な
ど
で
、

人
と
自
転
車
の
接
触
事

故
の
危
険
が
あ
る
。

 

・
路
面
の
状
態
が
悪
く
、

所
々
陥
没
し
て
い
る
。

 

見
通
し
（
死
角
）
を
改

善
す
る
に
は
個
人
宅

の
外
壁
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
）
部
分
を
半
分
位
低

く
す
れ
ば
自
動
車
か

ら
も
人
か
ら
も
お
互

い
が
確
認
出
来
る
と

思
う
。

 

①
交
差
点
内
に
入
る
前
に
減

速
出
来
る
様
に
、
交
差
点

内
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
し
て

ほ
し
い
。

 

①
②
市

 

（
道
路
）

 

①
カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
き
ま
し
て
は
、
信
号

の
な
い
交
差
点
や
横
断
歩
道
な
ど
に
設

置
を
進
め
て
い
ま
す
。
要
望
個
所
は
信

号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
交
差

点
内
の
カ
ラ
ー
舗
装
は
行
い
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
ミ
ラ
ー
の
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

②
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自

動
車
同
士
が
み
え
づ
ら
い
交
差
点
に
、

目
視
確
認
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
設

置
し
て
お
り
、
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て

い
る
交
差
点
に
は
設
置
し
て
い
ま
せ

ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域

3
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

５
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
8

6
付
近
交
差

点
 

 

 

 

 

 

事 前
 

＜
問
題
点
＞

 

・
路
面
の
状
態
が
悪
く
、

時
々
つ
ま
ず
い
て
い
る

人
を
見
掛
け
る
。

 

・
待
機
場
所
が
狭
い
の
で
、

ど
う
に
か
場
所
を
広
げ

ら
れ
な
い
か
。

 

・
時
期
に
も
よ
る
が
、
畑

 

の
一
部
分
の
草
が
延
び

て
死
角
に
な
り
や
す
い
。

 

・
通
学
路
の
歩
道
に
、
個
人

宅
か
ら
植
木
が
は
み
出

し
て
い
る
。

 
 

③
路
面
の
凹
凸
を
埋
め
て
ほ

し
い
。

 

③
市

 

（
土
木
）

 

③
路
面
補
修
に
関
し
て
は
、
現
地
を
確
認

し
補
修
の
検
討
を
致
し
ま
す
。
（
中
期
）
 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

④
横
断
歩
道
の
再
塗
装
を
し

て
ほ
し
い
。

 
④
警
察

 

④
横
断
歩
道
の
塗
り
直
し
に
つ
い
て
は
、

交
通
管
理
者
で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所

管
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
所
管
の
大
和

警
察
署
に
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

⑤
歩
道
に
は
み
出
し
て
い
る

個
人
宅
の
植
木
は
、
定
期

的
に
剪
定
し
て
ほ
し
い
。

 

⑤
⑥

 

個
人
・
企

業
 

⑤
剪
定
・
伐
採
な
ど
に
つ
い
て
土
地
所
有

者
に
指
導
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
土
木
）

 

⑥
個
人
宅
の
外
壁
部
分
を
低

く
し
て
ほ
し
い
。

 

⑥
民
地
の
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
地

元
自
治
会
に
て
協
力
依
頼
な
ど
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域

3
班

 

32 

№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

６
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
8

7
-
1
付
近
交

差
点

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
ス
ー
パ
ー
側
と
薬
局
側

を
、
通
行
人
や
買
い
物
客

が
道
路
を
横
断
し
て
危

険
な
状
態
で
あ
る
。

 

・
文
ヶ
岡
小
学
校
の
通
学
路

で
は
、
ス
ー
パ
ー
の
外
周

を
通
り
、
十
字
路
の
角
で

待
機
す
る
。

 

・
十
字
路
の
角
は
、
住
宅
の

塀
が
死
角
と
な
り
出
会

い
頭
の
事
故
の
危
険
が

あ
る
。

 

＜
問
題
点
＞

 

・
横
断
歩
道
の
な
い
所
を
横

切
る
人
が
多
い
。

 

・
通
学
路
の
現
状
ル
ー
ト
は

危
険
。

 

・
十
字
路
の
角
は
待
機
す
る

た
め
の
場
所
が
な
い
。

 

・
現
状
で
は
待
機
場
所

の
確
保
は
難
し
い

が
、
横
断
歩
道
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

 

・
文
ヶ
岡
小
学
校
の
通

学
路
点
検
で
も
毎

年
話
題
に
出
る
場

所
で
長
年
の
テ
ー

マ
。
そ
ろ
そ
ろ
解
決

さ
せ
た
い
と
思
う
。

 

・
横
断
歩
道
が
設
置
さ

れ
た
ら
、
通
学
路
を

薬
局
側
外
周
に
変

更
し
て
、
児
童
の
安

全
を
確
保
し
て
ほ

し
い
。

 

①
薬
局
か
ら
ス
ー
パ
ー
に
横

断
歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

①
警
察

 

①
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
交
通

管
理
者
で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
所
管
の
大
和
警
察

署
へ
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ
た

ら
、
通
学
路
を
薬
局
側
外

周
に
変
更
し
て
ほ
し
い
。

 

②
市

 

（
学
校
）

 

②
学
校
に
対
し
て
要
望
の
内
容
を
伝
え
、

検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
ま
し

た
。

 

回
答
：
市
（
学
校
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域

3
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

６
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
8

7
-
1
付
近
交

差
点

 

  

当 日
 

＜
現
状
＞

 

・
横
断
歩
道
の
な
い
所
を

横
断
す
る
人
が
多
い
。

 

・
通
学
路
で
あ
る
と
同
時

 
 

に
店
の
利
用
客
も
多
く
、

自
動
車
の
交
通
量
も
多

い
道
路
で
あ
る
。

 

 

①
交
差
点
内
の
カ
ラ
ー
舗
装

を
塗
り
直
し
、
交
差
点
手

前
に
は
赤
の
カ
ラ
ー
舗
装

を
し
て
ほ
し
い
。

 

①
市

 

（
道
路
）

 

①
交
差
点
内
の
カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ま
だ
視
認
性
が
あ
る
た
め
行
い

ま
せ
ん
。
今
後
、
視
認
性
が
な
く
な
っ

て
き
た
際
は
赤
く
カ
ラ
ー
舗
装
を
行
う

予
定
で
す
。

 

ま
た
、
交
差
点
手
前
の
「
止
ま
れ
」
に

つ
い
て
は
、
既
に
赤
く
カ
ラ
ー
舗
装
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
カ
ラ
ー
舗
装
は
行

い
ま
せ
ん
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
薬
局
か
ら
ス
ー
パ
ー
に
横

断
歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

②
③

 

警
察

 

②
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
交
通

管
理
者
で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
大
和
警
察
署
へ
要

望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
ス
ー
パ
ー
の
第

2
駐
車
場

か
ら
隣
接
す
る
ス
ー
パ
ー

の
駐
車
場
に
向
か
っ
て
横

断
歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

 

③
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
交
通

管
理
者
で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
大
和
警
察
署
へ
要

望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域

3
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

７
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

3
-
2

-
1

9
～
上
草

柳
9

4
-
1
間
の
道
路

 
 

 

 

 

 

事 前
 

＜
現
状
＞

 

・
相
鉄
線
相
模
大
塚
駅
北

口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
～
相

鉄
沿
線
～
東
名
大
和
４

号
橋
～
相
鉄
大
和
１
号

踏
切
間
に
か
け
て
は
、
通

学
路
で
あ
る
。

 

・
自
動
車
の
抜
け
道
と
な

っ
て
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
て
い
る
自
動
車
も

見
受
け
ら
れ
る
。

 

・
通
学
路
の
標
識
や
ス
ピ

ー
ド
制
限
標
識
が
無
い
。

 

・
マ
ン
シ
ョ
ン
付
近
の
道

路
は
路
側
帯
が
標
示
さ

れ
て
い
な
い
。

 

＜
問
題
点
＞

 

登
校
・
下
校
時
に
歩
行
者
と

自
動
車
と
の
事
故
が
懸
念

さ
れ
る
。

 

 

①
通
学
路
の
標
識
を
数
箇
所

に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

①
～
③

 

市
 

（
道
路
）

 

①
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
標
識
を
設
置
し
て
お
ら
ず
、

路
面
標
示
に
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

該
当
路
線
に
つ
き
ま
し
て
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
の
路
面
標
示
を
来
年
度
以
降
順
次

行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
路
側
帯
の
無
い
マ
ン
シ
ョ

ン
付
近
に
は
路
側
帯
を
標

示
し
て
ほ
し
い
。

 

②
警
察
と
協
議
を
行
っ
た
の
ち
、
来
年
度

以
降
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
路
側
帯
の
片
側
に
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
を
設
け
て
ほ
し

い
。

 

③
順
次
カ
ラ
ー
舗
装
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

④
ス
ピ
ー
ド
制
限
を
検
討
す

る
。
（
例
と
し
て
４
０
㎞

以
下
な
ど
）

 

④
警
察

 

④
速
度
制
限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
管

理
者
で
あ
る
大
和
警
察
署
が
所
管
し
て

お
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
総
意
を
も
っ

て
自
治
会
長
名
で
大
和
警
察
署
へ
要
望

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域

3
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

７
 

交 通
 

大
和
市
桜
森

3
-
2

-
1

9
～
上
草
柳

9
4

-
1
間
の
道
路

 
 

 
当 日

 

＜
現
状
＞

 

・
こ
の
地
区
か
ら
通
う
児

童
は
、
文
ヶ
岡
小
学
校
の

学
区
の
中
で
一
番
遠
い
。

 

・
通
学
路
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
づ
ら
い
。

 

 

①
通
学
路
標
識
を
数
箇
所
に

設
置
し
て
ほ
し
い
。

 

①
～
③

市
 

（
道
路
）

 

①
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
標
識
を
設
置
し
て
お
ら
ず
、

路
面
標
示
に
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

該
当
路
線
に
つ
き
ま
し
て
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
の
路
面
標
示
を
来
年
度
以
降
順
次

行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

②
路
側
帯
の
無
い
マ
ン
シ
ョ

ン
付
近
に
は
路
側
帯
を
標

示
し
て
ほ
し
い
。

 

②
警
察
と
協
議
を
行
っ
た
の
ち
、
来
年
度

以
降
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
中
期
）
 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

③
路
側
帯
の
片
側
に
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
を
設
け
て
ほ
し

い
。

 

③
順
次
カ
ラ
ー
舗
装
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
（
中
期
）

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 

８
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
7

0
-
5
付
近

 

 

 

当 日 追 加
 

＜
現
状
＞

 

・
厚
木
街
道
か
ら
斜
め
に

入
る
道
路
は
、

7
：

0
0
～

8
：

3
0
は
車
両
進
入
禁

止
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た

厚
木
街
道
の
文
ヶ
岡
小

学
校
入
口
の
信
号
は

7
：

0
0
～

9
：

0
0
は
左
折
禁

止
で
あ
る
。

 

 

登
校
時
間
帯
に
左
折
禁
止
違

反
車
の
取
締
り
を
し
て
ほ
し

い
。

 

警
察

 

取
締
り
に
つ
い
て
、
所
管
の
大
和
警
察
署

に
要
望
し
ま
し
た
。

 

回
答
：
市
（
道
路
）

 



文
ヶ
岡
小
学
校
区
域

3
班
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№
 

区 分
 

所
在
地
・
現
地
写
真

 
現
状
・
問
題
点

 
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等

 
改
善
策
（
案
）

 
管
理
者

 

等
 

対
応
結
果
及
び
今
後
の
対
応

 

８
 

交 通
 

大
和
市
上
草
柳

1
7

0
-
5
付
近

 

 

当 日 追 加
 

・
左
折
禁
止
の
信
号
手
前

の
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し

入
っ
て
く
る
自
動
車
が

あ
る
。

 
 

 
 

 

 ※
事
前
＝
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
、
当
日
＝
当
日
話
し
合
っ
た
内
容
、
当
日
追
加
＝
当
日
新
た
に
追
加
さ
れ
た
内
容

 

※
当
日
の
話
し
合
い
で
対
象
外
と
し
た
も
の
は
、
灰
色
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

 

※
管
理
者
等
（
市
・
県
の
担
当
課
等
）

 
市
（
都
市
）
＝
都
市
施
設
総
務
課
、
市
（
道
路
）
＝
道
路
安
全
対
策
課
、
市
（
土
木
）
＝
土
木
管
理
課
、
市
（
生
活
）
＝
生
活
あ
ん
し
ん
課
、

 

市
（
学
校
）
＝
学
校
教
育
課
、
市
（
公
園
）
＝
み
ど
り
公
園
課
、
市
（
環
境
）
＝
生
活
環
境
保
全
課
、
市
（
収
集
）
＝
収
集
業
務
課
、

 

警
察
＝
大
和
警
察
署
、
県
＝
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ
ー

 

  



まちぐるみ安全点検実施後、参加者の方にアンケートにご協力いただきました。

この結果は、今後のまちぐるみ安全点検を改善する際の参考とさせていただきます。

平成28年度まちぐるみ安全点検アンケート結果（文ヶ岡）

37

男性

37%

女性

63%

性別について

３０代

28%

４０代

24%
５０代

12%

６０代

12%

７０代

24%

年代について
短くし

たほう

がよい

17%

今回程

度がよ

い

83%

実施時間について
（３時間）

半日

96%

１日

4%

実施日数について

平日

79%

休日

17%

その他

4%

実施曜日について

その他

100%

まちぐるみ安全点検を

知ったきっかけ

について

（※）

※学校・自治会・所属団体等からの連絡



・以前から気になっていた場所を強く言える場があってよかった。
・改善されることを願います。
・自分自身大変勉強になりました。
・地域のこといろいろ知る機会になりました。
・各班3件以外の課題についても対策実施をお願いいたします。
・これから外を歩く時はもっとまわりに気を向けたい。
・たくさんの写真を用意してくれたのでわかりやすかった。
・市の方と話せてよかった。

【　貴重なご意見をありがとうございました。　】

ご意見・ご感想（一部抜粋）
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